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序文

今回発掘調査報告書を刊行しました地蔵原遺跡は阿蘇郡南小国町に所在します。

南小国町は県北に、また大分県九重町・上津江村との県境に位慨しています。

本書は平成１３年度に県道南小国上津江線単県道路改良ﾘ『業に伴って発掘調査を実

施した報告評です。調査の結果、旧石器～近世の遺構・遺物が出土しましたが、今

回、特に注目されるのは弥生時代中期を中心とする大域の祭祁遺物です。特に筒形

器台や注口脚付小型壷など当時の精神文化の充実を伺わせます。

今回の成果が学術のみならず、県民の皆様をはじめ多くの方々に広く活用され、

埋蔵文化財に対する関心と御理解を深めていただく一助になれば幸いに存じます。

最後に埋蔵文化財の発掘調査に御協力いただいた県土木部・阿蘇地域振興局土木

工務課・南小国町役場・南小国町教育委員会、および地元の方々に対し心より感謝

申し上げます。

平成１６年３月３１日

熊本県教育長田中力男



現地での火測図は、以ドの縮尺で作成した。

住居地ｌ/2０上坑ｌ/1０不明遺隣Ｉ/１０

本11ド作成の際には以下の縮尺とした。

住居地ｌ/3０１名坑ｌ/2０イミIﾘI遺構ｌ/３０３/４０

土器ｌ/3～l/４イ『器ｌ/２１/３

辿櫛の方位は真北である。

出上道物の解説は本文中に‘肥したが、それらの計測伽は第Ｖ唯の,|ﾐに一括して褐戦した。

l器色I洲については鰹林水産省水産技術会I澗1ｆ勝ﾙ,ｊ慌修「標準|:色|服」（20版１９９７）

１本iIFは、リ11:逆南小l'ilk津江線単ﾘ,L迫路改良'1雌に伴う埋蔵文化財‘洲従のI測在柵If‘1$であり、、ド成１３年鹿

に実施した地蔵原遺跡訳旅羅告？である。

２熊本県上水部から委託を受け熊本ﾘ,L教育委典会が火施し、辿物の雛叩・保禰は熊本ﾘ‘し文化財漬料室で↑j：

ったｏ

３現場での遺櫛実測・写典拠影・遺物取り上げは各洲１１幽が行い、辿物実測・トレースは前川化代了（ＭＩｉ

ｌＩＥ）・lIIi慶謀（lI1i託）・金子美代ｆ・,l｢州#'1i代・佐藤淳j亀・川111知忠美が行い、糊崎拓（lIIIi託）の

協力を得、一部、（(》埋蔵文化財サポートシステムの姿託事業とした。データ作成に関しては、Iﾉ､1田成付

（蛎託）・杉井派Iも（嘱託）・本多ﾙ紀（IIIilE）の脇ﾉjを柵た。遺物1M形はｲ:､lllllmi合.ｆ・山下災湖が行っ

た。

科学分析は（株）１１７環境研究所．（株）パレオ・ラボの委托１１業とした。

本11$の地形峡lは、リ'し土木部及び南小lll町役場から提供を受けたものをもとにして作成した喧

本【Ｉｆの執へiWま下肥の荷が行った。

１１【ｉ慶紳（第llWi）

寓崎折・山下推満（第Ｖ瀬第２節石器他）

111ド義澗（上拙以外）

本！IFの譜災は熊本県文化財質料室で行い、111下が)Ⅱ､':iした。
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lZ論巴洲につい~Lは腿俳ﾉK雌訂ﾉK雌技術会縦'1ﾄ勝Aｌ）臆修｜|郷:|:色|限」（20版１９９７）に雌拠した。

彩色違物には満色を施した。

辿椛内の特徴的な披跡については、以下のような綱Ⅱを仙川した。
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第１章調査の経過

第１節調査に至る過程

本遺跡の調査は県道南小岡上津江線単県道路改良ﾘ業によるものである。この耶業の滴手は平成2年、完了は
平成１７年度を予定している。

醜業の実施に先立ち地元研究者から遺跡の可能性の商いことを折摘され、また周知の遺跡「地蔵原」（じぞう

ばる）（43-443-031）であることから、リド業地Ⅸ内に文化財が所在する可能性が高く、拭掘訓荷を実施し道

跡の存在が確認され、文化課と土木部局で文化財に影響の及ぶ範朋を確認し、調査区を設定した。

第２節調査の組織

調査は平成１３年度に行った。

調査主体者熊本県教育委貝会

調盃責任者・耶務川は以下の通りである。

調査尚任者

阪井大文

小田信也

島津義昭

木崎康弘

調査ﾘ務局

中村幸宏

膜瀬泰之

杉村卸彦

調査担当

村崎孝宏

山下義満

西慶喜

報告ilf担当

山下義満

前川佳代子

(文化課長）

(課災補佐）

(課長補佐）

(調査第２係便）

(主幹兼総務係長）

(参邪）

(主ﾘ）

(参リド試掘担当）

(文化財保謹主事）

(嘱託）

(文化財保護主蛎）

(嘱祉）

調査折導及び協力者

武末純一（福岡大学）

室原 博（ 南小国在住郷土史家）

北里紘一（南小国町教育長）

緒方徹（阿蘇町教育委員会）

毛利美勝（郷土史家・南小国町議会銀員）

宗像消博（郷土史家・元南小国町教育委！

波多野八郎（小国史談会会長）

平川定幸（福岡県春日市教育委員会）

石井扶美子（福岡県朝倉郡夜須町教育委員号

土肘和幸（大分県日田市教育委員会）

隈昭志（山鹿 市立榔物館長）

金川一輔（熊本市教育委員会）

上川価児（禍岡大学）

(郷土史家・元南小国町教育委員会）

(小国史談会会長）

(福岡県春日市教育委員会）

(福岡県朝倉郡夜須町教育委員会）

(大分県日田市教育委員会）

(山鹿市立榔物館長）

(熊本市教育委員会）

(禍岡大学）

－１－
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各仔に挨拶を行い現場の撤収をした。

第３節調査の経過

発MII捌食は平成１３年９月１７１１から､I儲成１４(I：１月２８１１まで災施した。I淵斑は腿本_ﾋﾉＷⅡﾊiから開始し、第111脳

は熟色上とIIil様の辿棚色でこの検出に'''11吟した。また'''Ⅲ部での急激な天候変化、降‘』『などの気蚊条件にも荷

まれﾙﾘ在の進捗は困雌を極めた。特に調従後､トは雌寒の時期に入り、早朝には－６座を記録し、路面凍結など

調従Llは初めてタイヤチェーンを附人したのである。

』,E本ｋ肘11肘より辿物が出'二したため、このｊＷから斐土剥ぎを行ったが、遺跡Ⅲ〔側からの111崩れによる堆彼

とI認められた。辿跡''１央に現代の貯ﾉk所があり、この地jA(の世跡は破壊されていた。この位W(を境に東'111をＩ

区．IIIi側をⅡ区と投定した（第４側道術配慨図（１．２）・グリッド図及び地形Ⅸl参照)。梢査後にＩ区のl/３

は後1Ⅱ:の撹iIiLを受けていることが､ﾘIﾘ'したため、l1MI1ffの''1心は１１|:《となる。またjlL'ド･tM11胴より辿物が川ｔ

したが、これは流れ込みの可能性がIWiくグリッドで取り上げた。

ｌ()ﾉl下旬よりⅡljIYiⅢ１１りドげを１%l始するが、辿物の'１１上は,卿められるものの、上色は黒色|:で検出に時川を要

し、特に後､１２に辿柵で述べるが、方形・棚１１形プランなど一部住ﾉ‘!;状遺拙のプランの明確な確定が困難で、従

って偲定まで嶺らなかった。遺物恥'１区について協縦を】Ⅱねたが1ﾘI碓な辿榊は検Illできず、無論、これは,淵査

旦のﾉJlIiによるものである。１２）l~ド1ﾘ、ブロックの上器蜘'1が見られたため、Wiff後ＳＸ－０５の辿搬を検出し

た。筒形器台を初めとして７個体のｋ器を11｛こし、本来の,淵蹴り111{lを延憂して辿柵の性惜把握に努めた。

また埋蔵文化財についてJIl1解を深め、辿跡を通北する懲味を含めて平成１４年１２jj2IIに行った辿跡兇学は、

参川1行270橘を数え大変盛況であった。また地域のljM心も尚く発Ⅲ''''１，兇･ｿ4背の絶える１１はなかった。南小国

町文化祭にも特別に股示があり、川|川のご叩解と協ﾉJにより、また掠り似も含めて一人の111故もなく細i'rが終

了したのは、Ｉ淵従旦として一つの契利であった。以ド、訓州Ｉ誌から抜粋する。

、ド成１３年9ﾉｊｌ９Ｉｌ炎上剥ぎ1%l始。ｌ‘L水|州Ⅱ岬より洲ffolOjllll旬より、一部jI“lJIY川１Ｍに移行。南小IEI

地方では「１１１帆、空がキラキラと卸く時は、天気が崩れる｡Ｊという。ｌｏｊｌはこのようなＷｌを迎えた日が多く、

この11}l、台肌も襲来し天候には折まされた。l2jj211公Iﾙl地牒会は１１１だけであったが、、'111は現賜での洲i1fの

成果と、プレハブにて出ＭＡの公I＃1を行う２方面に股開し、併せて光撫の嫌j宅も公開した。調査終了予定の１２

ﾉjIIIｲﾘからIlIlZ数が皿祥になる。契約のプレハブは撤収したが、Ｊ１翻りIⅢ仕延災し、以後、厳寒のIlI、ルllffを

敢行するが風噛の影稗で洲ffは捗らず、狐雌辛苦の''1、lIjlくる平成１４年Iノｌ２８Ｈを持って糾査は終ｒし、関係

一ワー

蕊
霧

公開見学会（平成１３年１２月２日）
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第II章位置と環境

第１節地理的環境

熊本ﾘ｢Lの北東部、阿蘇北外輪山より北側の地域一帯は「小国」と呼ばれる。現在の行政lX画では小国町・南

小国町一僻にあたり、南で阿蘇町をはじめ各町村に接するほかは大分県に州まれ、地理的にも気候的にも一風

特殊な槻がある。この小国地方は湧蓋111をはじめとする虹坊連山、久住山を中心とする久住連山、外輪山とい

った山々に周囲を州まれた小盆地に似た地形である。こうした地勢を決定づけた要凹は、約35万年前からの大

きく４回に区分される阿蘇山を中心とした火砕流の噴出・流下によるところが大きい。なかでも紀元前３万

3000年頃の阿雌４火砕流を伴う噴火は、現在の阿蘇谷のカルデラ地形を形成した結果、小脚地方と熊本地方の

平野部とを一見地理的に隔絶したものとした。こののち阿蘇の大規模な火111活動はこれを峨後に沈附化し、や

がて山々から流れ出した水はひとつの川となって台地を役食し、多くの小規模な世食谷や河岸段丘を形成し、

現在の雅本地形を形作った。

河川は小国地方の歴史的特色を決定付けるうえで欠かせない要紫である。小国地方を流れる湯111川・中原

川・馬場川・田中川・満願寺川・田原川といった小河川は、いずれも北外翰山あるいは久住連山を水源とし太

古から人々の生活に大きく係わってきた。これらは杖立川に合流し、やがて九州伽で最大流域面積を誇る筑後

川となって大分県日田地方・福岡県久留米地方を辿り有明海に注ぐ。地蔵ｌｊ〔遺跡はこうした小河川の一つ、北

外輪山を水源とする中原川の浸食作用により形成された河岸段丘の一端、南小国町大字中原字地蔵原にある。

第２節歴史的環境

【旧石器時代】

小国地方に人緬の足跡が認められるのは、旧石器時代にさかのぼる。代炎的なものとして小国町下城遺跡

(424-004)、初蓋山施西側に位慨する耳切遺跡（４２４－０４１）、外輪IIIlll頂、象ヶ鼻付近の象ヶ鼻遺跡聯

(４２１－０２８～037）などが挙げられる。耳切遺跡・象ケ鼻遺跡群など標商の商い地点での所在は注目すべきだ

が、下城遺跡の存在から小国地方全域で人々が活動していたと思われる。耳切遺跡ではＡ'1､降下以前の文化胴

が２而確認されたほか、製品・石核・剥片などが出ｔし接合関係がみられた。下城遺跡では陳の築合と分布が

確認されている。

生産地遺跡では、外輪111下城辿跡より北東に約３ｋｍの山中には黒雌石の原産地である下巣遺跡（424-

044）のほか、象ケ鼻遺跡群近辺のカルデラ壁下部では、いわゆる「阿蘇産黒曜石」の原石端頭が確擢されて

いる。

【縄文時代】

縄文時代の遺跡は古くから表採涜料によって存ｲI§が確認されているが、’'1心部では割合確偲数は少ない。そ

の一方で外輪山ｒｉ上周辺に多数の遺跡が知られている。こうした陥りは分布調査の限界によるものと思われ、

小国地方全域にわたって未確認の遺跡が多数存在することが予想される。早期の遺跡として下城遺跡（押型文

土器・撚糸文土器)、耳切遺跡（抑型文土器・手IiilIlI式土器・平栴式土器・鯉ノ神式土器)、小国町宮原の小lIil

IlI学校内の上ノ下湯原遺跡（４２４－０１０、押型文土器・撚糸文土器・条痕文北器)、南小国町満願寺の肥前湯辿

跡（423-065、押型文土器)、水落牧賜辿跡群（４２１－０１５～０１８、押型又土器・条痕文土器）などが挙げら

れる。

前期の遺跡として確実なものは、先の肥IiiI湯遺跡（郡ll式上器・Imi式土器）耳切迫跡（竹畑式土器）城の1判

遺跡（424-020）がある。

中期・後期の遺跡は、災採箇料によって確認されたもので若干数に過ぎない。肥IiiI湯遺跡（中期、阿尚式土

器、御手洗ａ式ｔ器）のほか、南小国町満願寺の川の原Ａ・Ｂ遺跡（４２３－０６３．０６４，１１１期、阿尚式土器)、

外輪山山賊付近の産山村征蔓遺跡（４２５－００９，中・後期）などを挙げうる。

晩期の週跡は、耳切遺跡で突粥文川とみられる辿榊が確i惚されているほか、Ｉ櫛小|､1町彼Ⅲ遺跡（４２３－０２６）

周辺では、晩期の土器資料が表採されている。
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【弥生時代】

この時期の遺跡の分布密度も、剥文時代と大きな篭異は腿められない。依然として、外始山山繭付近に確認

されている大部分の遺跡が存在する。注目されるのは、中心部の小inI川柵いの平地に遺跡が出現することであ

る。中原川流域では今回の調査対象である南小国町地蔵原週跡（４２３－０３１、中期)、その対岸に立地する同町

中原辿跡（423-035、後期)、馬場川とⅢ中川との合流点付近では同町横瀬遺跡（４２３－０１４）・陣内遺跡

(423-027、後期、野辺田式)、杖立川と縦ノ木川の合流点付近では先述した下城遺跡、同じく小国町宮原の

上ﾉー ド湯原追跡では終末期の住居jll:２軒が捌査されている。こうした傾IfIlは、外輪山山1ri付近で生活を噛んで

いた災団との差異によるものか、あるいはIiil染団の活動に起因するものかMII確ではないが、少なくとも川沿い

の方が築団規模も大きくかつ定住性を志向していたと思われ、農耕活動も涌発に行われていたと推測される。

河川流域における災団の活動が活発であったことは、今回の調在も併せて小国町下城神社、同町宮原両神社、

南小国町市の原天澗宮に伝わる銅矛・銅父が示している。これらは、いずれも中期末頃から後期I1iI半頃の所産

と思われ、柵岡県地方から筑後川を媒介として搬入された威信財であり、活発な地域間交流があったことを示

す資料といえる。小国地方の表採される土器資料は黒髪式土器以降であり、先の10i銅器も併せて中期後半以降

に人の活動が活発化したといえる。

【古墳時代】

この時代の確認されている遺跡は比較的少なく、外輪山脱上付近においては激減する傾向にある一方で、川

沿いでは弥生時代から継続して活発な活動が展開していたと思われる。

主な集落と思われる遺跡はすべて炎採資料によるものだが、‐ド城遺跡や地蔵脈辿跡をはじめ、南小国町赤馬

場所在の速兇塚遺跡（423-024)、田のｌｉ(川流域の同町満願寺女子夫遺跡（423-044）などが挙げられる。

墳墓は、満願寺から宙原にかけて流れる川の原川流域に多くみられる。その形態は古城・箱式石棺・横穴があ

る。古墳は現在確認できるもので、宮原に梅木古域（４２４－０１１)、小国町上田所〈Eの城の圃古頃（４２４－０１９）

がある。後背は組合式箱式石棺が３基あり、うち２基には1111刀と石蹴数個が副葬されていたと伝わる。箱式石

棺は、宮原・下城付近で数ケ所発兇されたといわれるが、非細は不明である。また小国町北里に所在する石植

城（４２４－０１５）は築城の際に石棺が発見されたことに名の由来がある。横穴は、宮原より西へ約１ｋｍ付近に

田の原川を挟んで束帯田棚穴群（４２４－０１６)、神篭山横穴群（４２４－０１６）がある。神篭山撒穴群では、勾

玉・管玉・金環・銀環が出土している。こうした填蕊の造墓活動に対応した染落は、現状から未だ確認されて

いないものが多く存在することが予想される。

【古代～111世】

古代の追跡は表採資料により数ケ所が確縄されているに過ぎない。古代から中１１tにかけての生産遺跡として

黒川たたら跡（423-069)、金11'たたら跡（423-070）が挙げられる。

古代以来小岡地方は阿蘇氏の勢力下にあったが、１２５５年（建長7年）鎌愈帯府５代執権北条時頼の弟である遠

江守六郎時貞が鎮西奉行として下向し、普名な満願寺を建立する。こうしたこともあって小国地方には''１世の
石塔をはじめ多くの文化財が伝わっている。

鎌倉幕府滅亡後は下城氏と北里氏が台頭し、各所で城を築いた。’'１世城については、『小園郷史」（禿迷職）

に詳しい。’'1世末期の島津氏の来迩後は、加藤消正などの支配を経て、細川氏の治世となる。
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第１図地蔵原遺跡位置図（S:1/5000）
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第２図地蔵 原遺跡周辺主要遺跡分布図
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中世 石1直物

2世 包蔵地

1世 石澄物

中世 石造物

瑚文 包謎地

旧石器･掲文 包豆地

旧石麗･縄文 包蔵地

旧石器･耗又 集落

拙文 包固1地

罰文 包萱地

中世 石造物

近世 包瞳地

近世 包透地

【;】1世 石造物

1世 石遥物

中世 望

中世 ５造物

近世 石造海

近世 石造物

弥生 考古資料 奉納品で出土地不期

弥生 包蔵地

近世 石造物

中世 看社

近世 石造物

近世 石造物

近世 石造物

近世 石這 物

中世 有詞

中世 石造物

近世 石造物

弥生～中世 包蔵地

中世 石造坊

弥生 集 野辺田式一

近世 建造物

中世 石造罰

近世 石造物

緬文～中世 包蔵地

【１１１１１ 石蚤物

近世 石造物

近世 石造朝

弥生 包蔵地 弥生後期

弥生～中世 包豆地

中世 踊墓

龍又～寧窒 包豆地

祭記

中世 城 中世城跡

中世 石造物

里些一 城

中世 石造物

師文～中世 包蔵地

中世 石没物

第１表地蔵原遺跡周辺主要遺跡地名表（１）
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掴跡番号

０４６

０４７

０４８

０４９

０５０

０５１

０５２

0５３

0５４

0５５

0５６

0５７

0５８

059

0６０

0６１

0６２

0６３

０６４

0６５

0６６

0６７

0５８

0６９

0７０

0７１

0７２

０７３

－の臣！ fjl

００１

００２

0０３

００４

0０５

００６

0０７

0０８

００９

０１０

０１１

1２

１３

1４

1６

１７

１８

０１９

０２０

０２１

０２２

０２３

０２４

０２５

1５４

1５５

1５６

1５７

1５８

２７５

２７６

２７７

２７８

２７９

2８０

2８１

迩跡名．Ｉ．所在地

長迫の猿田産大神

満願寺の伝蛭果大和尚の星

闘加考石増群

泌願毒の宝塔

潤願寺庭園

千光寺板碑

鍵師堂

志賀瀬の六地蔵

動員喜域跡

効目宮の迦似

志亜子の際限仏

志逗子猿田彦大神

千人塚

満願寺の五輪塔

扇の宝錘印培

志賀穀の塾

立岩の狼田鱈大宥

城ケ鼻城跡(鯨ケ晃域跡）

午房京の猟田彦大神

照川の過捌

田の原Ａ

田の原Ｂ

肥前湯

臼内切

永山の猿国産大挿

猿田彦大神

黒川たたら跡

金山たたら跡

瀧の本の石塁

中園田尻

東市隙

合職湊Ａ

願群８

合戦群Ｃ

戦群，

戦群Ｅ

|合乾涛Ｆ一
職群Ｇ

合戦群Ｈ

職群Ｉ

職頑」

合騒群Ｋ

合戦群I，

職群Ｍ

避群Ｎ

木落牧蝿Ｂ

木 枚蝿Ｃ

ｋ落牧坦，

L拍谷Ａ'ｊ

ｕ 日谷Ｂ

回h伯谷Ｃ
▲一ゴー笠へ ■

ﾘ、１拍谷，

柏谷Ｅ
＝ 三 一

$桧谷Ｆ

小柏谷Ｇ－－

山田東部牧蝿Ａ

山田東部牧蝿Ｅ

山田東部牧喝，

山田票部牧蝿Ａ

混浦Ｂ

山田東謬牧喝Ｂ

山田東部枚蝿Ｃ

山甑東部牧嶋Ｆ

山田東部牧賜Ｇ－
湯浦Ｃ

潟清，

溺浦Ｅ

畏迫

潤馴寺

渦＃n寺室のホ

潤加寺志抑

満願寺志認

赤服嶋千光寺

荒愈

志賀調

潤願寺城山

潤噸寺動目唇

志亜子

志唖子

澗刷寺望の率

川西

隅

明

潤訓寺作ケ愈

午房草

猫１，寺黒川

満願寺田の原

満願寺臼の原

満願寺田の脚

満願吉

永山

吉宗

満願寺黒川

澗閲寺金山

鯛の本

中原田尻

赤馬蝿字市合

中 過 北 山

中 通 北 山

中通 b山

中迦 じ山

中通 北山

中通 北山

中迦

中迩 b山

中 迩 北 山

中通 北山

中 通 北 山

叩通北山

中通 北山

中 通 北 山

中通北山

中 遡 北 山

中逆北山一

中 過 北 山

中通北山

中 迦北山一

中 通 北 山

中 迦 北 山

中 通 北 山

山田

山田

山田

山田

潮瀦

山 田一

山田

山田

山田

混消

潟 浦一

期測

２８２

2８３

潟浦Ｆ

渇涛Ｇ

湖浦

甥訓
2８４ i昌浦Ｈ 照溺

謡
２８５

２８６

渇涌１

西湯澗，

２８７ 西混沌Ｅ 湖
2９３ 山田粟詞牧jg」 山田

時 代

近世

中世

中世

中世

中世

中世

申迄

画世

近世

中世

近世

中世

中世

中世

平哩

|近世

中世

近世

近世

縄文

縄文

縄文

近世

近世

古代･中世

古代･中世

近世

弥生

弥生

蝿文

縄文･弥生

旧石器･測文

秘文

古唄

売文

旧石器･疏文

旧石器

縄文

縄文

縄文～古順

混文

蝿又

蝿文

蕊文

濁文

郷文

宣墳一

蝿又

;志
純文

規文

調文

縄又～中世

縄文～弥生

縄文

泥文

寵文

旧石器～蝿文

縄文･弥生

縄文･弥生

縄文,弥生

縄文･弥生

縄文･弥生
|=ｰ一旬＝■一

|縄又･弥生ロ
縄文･弥生

例文･弥生

縄文･弥崖

縄文･弥竺

縄文･弥生

縄文･弥生

縄文･弥生

旧石誌･鎚文

形』潅ロＩ狐Ⅱ者

石潰梅

園

石造物

石造物

副池

石造物

難漬物

石造物

堀

石逓物

石造物

石造粉

期聴

石造物一

石造物

器

石像物

賊

石造物

包蔵地

包蔵地

包蔵地

包蔵地

石造物

石造朝

生派

生瀧

石畳

包蔵地

包蔵地

包昆地

包蔵地

包蔵地

包親地

文中四年銘(１３７５）

天蚕元年路十一面観世音茎薩
立像･四天王立憧･干手肌音立像

麟而今剛あり

瓢文式土器が出土する

１１文中期土器'十字形石器

士 器 片

土器片

包蔵地

包蔵地

土師器片採盤

包蔵地

包鰯地

包蔵地

包蔵jも

包蔵地

包蔵地

包蔵地

包蔵地

包茄地

包蔵地

包避地

包蔵地

包蔵地ー届 一 一 一

包蔵地

包蔵地

包蔵地

包重地

包蔵地

包蔵地

包蔵j色

包蔵地

包蔵地

包蔵地

包蔵地一ｆェ￥Ｕーｰ

－

包蔵地

包蔵地

包蔵地
ニニニー

包蔵１世

包1乏地

包壷地

包 冠 地

包蔵地

包蔵地

包蔵地

扉砺頚胴

土鐸器片採集一

石猿採築■

石濫2個揮災

土器､剥片
十窪

土器､剥片一
‐ちび"０，ｰ率上用 一

十窯(蝿文･弥生）
ーーー一一一ーーー亨炉－＝

土毒(縄文･弥生）

土器〈純文･弥生）

土巽(翼文･弥生）

土器(蝿文･弥生）

土器〔謝文･弥生）

＝毒牙い“写埠．。ZjU＝〃｜

I悪司(謁文･弥生）

第２表地蔵原遺跡周辺主要遺跡地名表（２）
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第111章調査の概要

第１節調査の方法

調査は阿蘇地域振興局土木部工務課及び施行業者と協縦を行い、調査簡所中央に貯水池及び排水路が〃在し

たため、この施設を境に北側をＩ区・南側をⅡ低と設定し調査区を大別した。捌査は表土剥ぎから開始、消掃

を経て基準作りとしてｌ辺が5ｍのグリッド設定を行った。グリッドは国土座標で、東西軸をアラビア数字．南
北軸をアルファベットで示した（第４図参照)。

遺柵は平面プラン確偲後、土朋堆積状況確認のためセクションベルl､を設定し検出作業を行う。平面図・断

面図・土層図を作成した。写典搬影はモノクロ・カラースライドの２棚を用い、遺物出土検出時・完掘時に行

った。包含層調査では各グリッドを単位とし掘下げを行い、平板・光波を川い遺物取り上げを行った。

調査はⅡ層調査後、Ⅲ層の掘下げを行った。Ⅱ層からは主に弥生～近世の遺物が、Ⅲ屑からは弥生期の遺

櫛・遺物が出土した。第４図遺櫛配慨図・地形図（l）はⅢ刷検出面、（2）はⅢ眉検出而を提示した。１１層検

出面に存在する円状プランは後世の撹乱である。

第２節層位と包含層

本遺跡の基本的な土1Wは第３図のとおりである。

第１屑一Ａ褐灰色砂質土

表土緋作土であり現耕作地である。かなりの撹乱を受けている。

第１屑一Ｂ褐灰色砂蘭上

表土耕作土照色ブロックを含むよくしまる

第Ⅱ屑黒褐色土黒色ブロックを含むよくしまる

弥生～中世以降の遺物の出土が認められるが、撹乱が激しい。

第Ⅲ卿黒色土ややしまる

弥生期の包含脳である。

第Ⅳ屑暗褐色粘質土よくしまる

無遺物屑

第Ｖ層オリーブ黒色粘質土

粘性を持つ無遺物屑できめ細かい。

第Ⅵ層オリーブ黒色粘蘭土硬くしまる

無遺物層で粘性を持つが、砂利を多く含む。

第Ⅶ岡暗褐色粘質土

無遺物層で粘性を持つが、明此褐色粒を含む。

第Ⅷ屑オリーブ灰色粘質土

無遺物脳で粘性を持つが、明世褐色粒を多く含む。

第Ⅸ届オリーブ黒色粘蘭土

無遺物屑で粘性を持つが、明批褐色粒を含む。

１－Ａ

l－Ｂ

1１

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

V’

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

－９－

表土耕作土

表土耕作土黒色ブロックを含むよくしまる

黒褐色土黒色ブロックを含むよくしまる

黒色土ややしまる

暗褐色粘質土よくしまる

オリーブ黒色粘質±

オリーブ黒色粘質±硬くしまる

暗褐色粘質土明黄褐色粒を含む

オリーブ灰色粘質土明黄褐色粒を多く含む

オリーブ黒色粘質土明黄褐色粒･粘性を含む

第３図遺跡模式土層図

土色幅

7.5ＹＲ４/１

75ＹＲ４/１

10YＲ３Ｖ２

Ｎ２／

7.5ＹＲ３/３

10Ｙ３/１

10Ｙ３/２

ＹＲ３/３

10Ｙ４/２

5Ｙ３/１
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第１節住居

住居（ＳＨ）（第５～１０図）

ここでは住Ａｌ;をＳＨで炎記した。尚、後述するが｛1ﾐﾊｷ状の辿仙もここに配W【した”

Ｃ
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第５図 ＳＨ－０１実測図
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SＨ－０１（第５．６図）

ＳＩｌ－０１は３．４－Ｃグリッドに於いて検出された。南西隅は

撞乱により破壊されているが、3.1ｍ×3.2ｍの正方咽を呈してい

る。＃i側のコーナーの端部には俺かであったが、ほぼ全体に

１０ｃｍ秘のＡＩみで鼓色粘土質での貼床を施していた。桃穴は３本

確認されたが貼床を剥がした後に検出され、桃痕跡は確認できな

かった。

迫櫛中心よりI棚1ﾘに浅いＭＩＩり込みが検出されたが、これも貼床

ド位のもので焼ｔ・カーボンなど炉としての甥蕪が検出されなか

った。またこの貼床を剥がしたところ、南側隅から小咽壷1が揃

蛎した状態で出lﾆした。丹溌MW研が施された非常にWl巧なもので

／ら

第６図ＳＨ－０１出土遺物実測図（1/3）

第７図ＳＨ－０２実測図
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あり、外器面は磨きが施されに1緑部から下位に縦→縦→横→縦の捌整である。胴部下位から底部の捌彊は下から上
の調張で、口緑はラッパ状に開き、口仔部は平川である。頚部は短頚型であり、胴部は張り出す算雛状である。ま
た底部には径2ｃｍ強程の穿孔があった。この穿孔はその状態から後半に述べる饗胴部下位に見られる破打狐による
ものではなく、雄状の工具により外部から回蛎により穿ったものであろう。底部の穿孔は容器として本来の目的を
逸したものであるため般礼の範噸として琴えるべきである。２は斑である。口緑部から胴部上位資料で口縁部はや
や鋤先状を呈し口唇部に向かいやや上向く。頚部から胴部へは強い屈曲になり、頚部の調確はハケ目が施される。

ＳＨ－Ｏ２（第７図）

ＳＨ－０２は４－Ｃグリッドに於いて検出された、これもＳＨ－０１と同様に貼床が見られるが、西側をＳＨ－０１・

ST-O3に切られており、北側は削平を受けていたため全体の形態は不明である。また南側には銀り出し部が見ら

れるが、全体のプランは正方形を呈するものと想定される。また柱穴は南側に１本、中央部に１本確認された。柱
痕跡は確認できなかったが、これもＳＨ－０１と同じく貼床排出後に検出されたものである。炉は検出されなかった
が、世かであるが東側に0.5ｍ×0.3ｍ不定形硬化面が見られた。

ＳＨ－０３．０４は住居としての柱穴や炉など検出されず、化居としての判定は困難であるが、住居状を呈している
ためここに仮撒きする。

ＳＨ－Ｏ３（第８．９図）

ＳＨ－Ｏ３は５－Ｄグリッドに於いて検出された。円形を'1Ｉするが明確な111形ではなくプランは花弁状に近く西側

は調査区外である．遺柵【'1央部西から完形の土器の3が川上した。３は蓋で口径13.1ｃｍ・器尚3.5ｃｍを測る。丈は

僅かで天井部は一部欠仙している。厚みは均一ではなく口織部から天井部に向かい級やかにIIiXみを期すが、天井部

で急激に薄くなる。外器には丹壊が施され'ｍｍ強の暗文が確認される。内器而は爪狐が渦巻き状に児られ、洲整の

一部か文様を愈識したのか不明である。経3ｍｍの穿孔が対酌に計４孔あり、対になる壷を固定するものである。ま

た石器では１．２が出土している。

石器１は石包丁の二次加工品である。典面は基部に向けて薄くなるように研磨しているため紐擦れ痕の大半が失

われている。穿孔を意識しての二次加工が施されており、購製石蹴を意識したものか。

石器2は砥石で全長8.65ｃｍ・柵1.45ｃｍの小型砧で角柱状を呈する。砥而は６面とも擦痕および購痕が見られる

がそのうちｃ面は大きく内湾し、それに対向するａ而は擦狐が顕著で上部に購痕と｝ILられる光沢とわずかなくぼみ

が確認される。ｄ面は中央に光沢と明確な稜を形成しない級やかなくぼみが確認される。ｂ面は下部に光沢が見ら

れるもののくぼみが明確でない。ｅ・「而はいずれも粗めの擦痕が見られ、接するｂ・ｄ面端部が細くなる。使用

石材は粘板岩である。目が細かいので仕上げ用と時えられる。角柱形で両端部が細くなる形状、石材から刷平片刃

石斧の転用品の可能性も考えられる。

ＳＨ－Ｏ４（第１０図）

ＳＨ－０４は８－Ｆ。Ｇ、９－Ｆ．Ｇグリヅドに於いて検出された。遺柵の大半を洲査区外と想定されるため、全

体のプランは不lﾘiであるが、西側は削平されており桐円型を呈するか。埋ｋの残最も僅かで分屑不可能であった．

４は反転復元であるが、舟篭の筒形器台の脚部と思われ、縦方向のハケ目が確偲される。６も反転復元で丹塗が施さ

れている。裾部徒は復元により20.3ｃｍを測り、裾部端部は水平に１１'1ぴ直、に落ち、沈線を施し裾先端部は丸みを

帯びる。ローリングを受け風化が激しいが一部にⅡ間文が確,隠される。４と同一個体か。５は並の胴部上位資料で貼り

付け突描を施し、倣かであるが細沈線が確‘魁される。胎土は鮒製されている。

－１３－
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Ａ

ＳＴ－０１（第１１図）

ＳＴ－０１は５．６－Ｃグリッドに於いて検出された。0.9ｍ×0.8ｍ×0.3ｍの桁円状を還した辿悩である。埋上

は分Ｉｲができたが、」１１;水的にはl'i'一ＭでFIWにはややしまりがみられる。．{器細片が２庶出こしているが、ローリ

ングを受けていることから、何れも小破片でｊ１１ｔ内への流れ込みであろう。また破砕された砂汁と火受凝灰岩が川
･卜している、

ＳＴ－０２（第１１図）

ST-02は７－Ｆグリッドに於いて検出された。0.9ｍ×0.9ｍ×０．２ｍのほぼ円形を',Ｉしている。１１Ｍｋは単一肘

である。遺物の出上も,鯉められず、辿僻の性格を把握するには条件が不足した。

ＳＴ－０３（第１２図）

ST-03は４－Ｃ・Ｄグリッドに於いて検出された。辿椛のﾉ<半にi1Ill,ドを受けているが桁円形を呈するか。1111上

は単一屑で分肘はできず、土器細片が30点程と拳大の磯が理･上内から出lＬたが、土器は完形には恵まれず、一ｉ１Ｉｉ

の脆東物を腿した辿仙であろうか。、雌の破片77が埋上iﾉﾘから川上しているがSX-05を'''心とするグリッドｅ・ｊ

と接合しているので、後述するエリア１１（第43図）の項に掲llifした。これも一ilIiの廃棄場的な嬰素の遺櫛であろ

う。

ＳＴ－０４（第１２図）

ST-04は４．５－Ｄグリッドに於いて検出された。遺構収・北側に撹乱を受けているため、全体のプランは不

明であるが桁円形を‘ILするものか。土器片が数点出こしているが、７は簡形器台の環部から脚部資料で外器はハケ

目洲盤が見られる。内器はナデ調整に爪形が碓偲される。SX-05出ｋの１９と比陵して脱悦に溌災がない。
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第２節土坑

土坑（ST）（第１１～１２図）

ここでは小規悦な淡いⅢ,iり込み遺榊をl甚坑としてＳ'1,と記)ﾅ化した。
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ＳＴ－Ｏ５（第１３図）

ＳＴ－０５は４－Ｄグリッドに於いて検出された．１．１ｍ×０．８ｍ×０．２ｍの|i‘ilIl形を'I1する。遺構南側に０．３ｍ×

0.2ｍの大型川脈ｲiがあり雌に沿うように出ｋした。他に辿物は出土せず、辿I＃の性格を確認する'iI1羅に不足した。
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ＳＴ－Ｏ６（第１３図）

ＳＴ－０６は１－Ａグリッドに於いて検出された。トレンチと撹乱により、辿柵の火､ドは失われているが、床部は

ほぼ水平でI櫛束から北西方向へやや落ち込む。蝿上は水平｣“iであるが、断liIiはＩｌ１ﾘとに伽かな窪みをﾉ{きじる。これ

までの遺椛と異なり満状を『,ｌすることも想定される。
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ＳＸ－０１（第１４図）

ＳＸ－()lは９－Ｇグリッドに於いて検出された。後IⅡ:の耕作により斜IiIi化した|mでの検出である、残存0.7ｍの

掘り込みに饗８－１．２が倒立状態で検出された。護は丹潅土器であり｜:器底部は後'1tの耕作により破峻されている

が８－１．２がIIil-佃体であるため本来は完形であったであろう。灘は断liIiM字突帯を胴部上位に１糸．胴部I'1央に

１条持つ。Ｍ字突柵の沈線はIﾘI隙ではなく一兇してlWilm△状突帯に兇間述う。［I織部は逆I』'i壷状を１１』し、内器にや

や伸びるいわゆる鋤先口継である。１１蒜先端は''４[みをjＷし、口併部に向かい厚みを持ちややドがる。外器はナデ調

Wf、一部〃fきが脈,蝦されるが肌化が激しく作製時は耽災であったろう。

’

第３節不明遺構

不明遺描（ＳＸ）（第１４～25図）

ここではその遺柵性格がｲくIﾘlであるものをｲ<Iﾘ1辿柵とし、ＳＸで肥)；化した
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ＳＸ－Ｏ３（第１６～１８図）

ＳＸ－０３は４－Ｄグリッドに於いて検出された。１．５ｍ×１．１ｍ×０．５ｍの不定形の掘り込みに艶１４，１１．蝋

１３．，Wi坪１２が出上した。蕊１４はＳＸ－０１に見られた倒立状態の出上状況で、底部を欠投していたが接合により

Ｉ

１刈.V,怪間ＣＩＩ．[したL-と紅小米の川唾と災なる付凋で、鋤､I卿iりなハ1通も岨疋したが細こ当たる遺物、また木恭の使

川を想定しﾆﾋ色での柑述の確認に努めたが、それも確認できなかった。翌内部の土填を分析の委託をしたが（第Ⅵ

賑科学分析参照）地111との明確な相述は児られなかった。

理|:は３肘に分刑でき、上位より、ｌ（Ⅱ.(色上ややしまりブロック状に入る）・２（I噺褐色上ややしまり２～
3ｍｍの黄粒を含む）・３（暗褐色ｔややしまる）である。

第１５図ＳＸ－０２実測図・串十遺物実測図（1/３－９１/4-10）

倒立に配W此たことは本来の川途と異なる行為で、難h､蝿的な川述も想定したが綿こ当たる遺物、

1,,1

ＳＸ－０２（第１５図）

SX-02は９－Ｇグリッドに於いて検出された。間坪１０・小型唯9が出ｋ，１０に9が被さり、周I〃iに掘り込みも
なくまた調査Ⅸ外に近接しているため、辿構の広がりは砿鯉できなかったなど不明な点が多い。遺物は何れもﾉ､}塗

|器で定形ではなく、廃乗の性桁を持つのであろうか。９は丹塗の小捌壷。服部上位から底部資料で胴部駁大儲は

I|'央部付近である。外器ｉｉｉは側化が激しいが膳き痕が一部、確認される。lﾉ､l器はナデ‘ﾘ雌を施し底部は､12底である。

１０は丹塗の高坪。坪部はやや浅く皿状で11縁部は内部に伸びる鋤先口縁である。口儒部に向かい狼れ下がる。ま

た坪(､l･け根で細く肉ｌｌｊ[となり、Ｉ階部はやや斜行‘､脚は災く端部は倣かであるが細沈線である。坪部の内部は枇階

きで外器はへうlljIlり。脚は縦の膳きが碓偲され、Ｉﾉﾘ部は絞り痕で端部はハケ11調整である。１１緑部はlMil～4ｍｍの
放射状の暗文が施されている尚



SＴ－０５

／

１

Ａ‐

P方

／
、

日日

〆一－ －－一一.

rr，

ＡＬ=486.700ｍ

百

'0－

‘‘i,『?EZ虞０
７

Ａ

ＳＸ－Ｏｇ

百国

、．

－Ａ，ＣＬ三型§ＪＯＯｍ －Ｃ’

０ ５０ＣＩＴ

第１６図ＳＸ－０３実測図

－２１－



〃

一’’一

第１７図ＳＸ－０３出士遺物実測図（１）（1/３－１２．１/４－１１‘１３）
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定形になった。また蝋１３は横職していたが完形での出土である。また,断坪１２はjf部が一部欠損している。

蕊１１は破片で出Ｉ:したが接合によりほぼ完形になった。胴部上位に１条・胴部中央に１条のＭ･』名突椛
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蕊１１は破片で出こしたが接合によりほぼ完形になった。胴部上位に１条・胴部111央に１条のＭ'j名突帯が施され

ている。１１織部の断IiIiは内器にやや尖る逆Ｌ宇状の鋤先1.1緑で、厚みはほぼ均･･でありやや'耐てドがる。外器は膳

き調整で胴部上位から下位にかけて横捌雛であるが胴部下位から底部は縦調整で、底部は'二底である。これも胴部

ド位、底部近くに２１１の穿化があり、一つは径1.4ｃｍ、もう一つは不確実であるがＩ１ｊｌ様の筏を呈し、その状態は外

器から強い般打が行われたことが想定される。１１緑部はiWIIlmmのl聯文が見られ、２条を１噸位として放射状に施

文されている。

Ｉ断坪１２はﾉ､}塗。坪部はやや淡く皿状で'1縁部はﾉl<平である。坪付け根は肉ﾙ[でI~I拝部に向かいやや細り、１１牒

部は浅い沈線を施す。脚形成は撫部から斜行し１１'[立する肉I'‘〔な脚を持ち、端部は斜行で浅い沈線を施す。坪部のlﾉ１

部は横膳き、外器はナデ調盤で脚は縦の聯きが碓偲され、また'ﾉ､1部は絞り痕が見られる。
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４

１３は蝋で丹塗隅研が施されて水辿跡では人'刊の猟

である。外器面は膳きが施され口緑部から胴部上位ま

では縦、jLt人径では横、胴部下位から底部の,１ＭI盤はド

からヒヘの,洲催が施される。１１緑はラッパ状に開き、

２条の111形状の突幣を持つ。頚部はやや伸びるが胴部

は姫り出す卵盤状で、底部はやや上底である。

１４は幾で、謹８－１．２Ｍ嫌に倒立状態で出こした。

底部が破壊されての出ｋであったが、接合では一部欠

狐であるが、ほぼ定形になったことから、これも土圧

で破批されたのであろう。これも胴部ド位の底部近く

に能７ｃｍ(1,1の穿孔がある。１１緑部の断而は逆Ｌ字状

の鋤先口隷で!ﾉ1器に椎り11｛し、隈みはほぼ均一一でやや

|:Ii'1く。突'粥はIlIliI部|:位に１条．１１１部''１央に１条のＭ

'猫突搭が施されている。外器1ｍは丹溌が施され、これ

にIIif文が兄られる･１１肺文は３形態の｛|:様で、１１緑から

ＩＩｉｌ部上位突帯間まではややlIIl照をおき、またこの突僻

口、

から胴部''１央突帯までは鋸州状、胴部'1’ 央突僻から底１－

１１肉
鼠N唾溢圃唖電”1噸Ｍ

にI織部は２ｍｍl脈で放り､l状に

－２３－

第１９図ＳＸ－０４実測図

部までは１１１〔線状である。

第１８図

ＳＸ－０３出士遺物実測図（２）（1/4）

施文されている。峨文の噸は１１緑か

突帯からⅢI部突榊の蛎附状はＩｍｍ

ら底部までは３ｍｍである。

略文の噸は１１緑から上位突婚と上位
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第２０図ＳＸ－０４出土遺物実測図（1/4）

ＳＸ－０４（第１９．２０図）

SX-04は９－Ｇグリッドに於いて検出さ

れた。ＳＸ－０１に近接しており雌かであるが

掘り込みが確認された。遺術プランは東側を

削､ドされているが残存0.9ｍ・深さ０．１ｍを

測り、附円形をi,ｌするものと思われる。遺物

は難のIi継部～111部にかけての資料で廃艇さ

れた感がある。

１５はﾉ､}塗が施され、１１縁は鋤先状でかな

り垂れドがる。Ｍ宇突柵が胴部上位と胴部巾

央に存ｲし、１１緑部にＭ洲するように突幣も

唯れ下がる。雌大径は２条の突蹄の中央より

やや上位に位Wこしている。暗文は２条の突帯

lHlと胴部突帯下位に施され直線状に施す。風

化が激しいが口緑部にも１１'〔線状の暗文がみら

れ本来は金体に施されていたのだろう。l1il部

ド位は横→縦の膳きが確偲できる。底部質料

を欠くが、艶のlllIil部下位に穿孔されたように

怠図的にここを破壊した1J能性が想定でき

る。

ＳＸ－０５（第21～23図）

SX-05は４－Ｅグリッドに於いて検出さ

れた。遺物災111区（第52図）内で、包含府

伽りドげの際、上器破片の多Iil出上が見られ

たため、粘査の結果2.8ｍ×1.3ｍ×0.2ｍの

ｲ<定形プランを雌認した。遺枇北側には0.7

ｍ×０．５ｍ×０．３ｍのピット状の掘り込みが

〃在していた。出土遺物は１６．１７．１８．

１９．２０．２１．２２であり、何れも完形川上

ではなく破片であるため廃棄された感があ

る。

１６は,１．Ji坪の坪部黄料で丹塗である。坪部

は浅くlIIl状を呈し、口緑部は内部に伸びる鋤

先11緑である。１１梓部位を欠くため不Ｉﾘlであ

るが中央部で１Ｗくなる。跡部の内外器はナデ

,澗踏である。１１級部は放吋状のIIif文であるが

111〔線状ではなく乱れた感を受ける‘，

１７は高坪で丹塗が施される。坪部は塊状で口蒜部は内部に伸びる鋤先口級。１１僻部に向かい一旦薄くなるが肉

厚となりやや唾れ下がる。１１樗部は沈線を施し撚端部も沈線である。全体に附きが施され、坪部の内雛は横解き、

外器は縦膳き、脚上位坪との付け根は術磨き、脚は縦脈きであるが内部は爪跡疲で裾部はハケ||を施す。

１８は丹蕊の嘘で、底部の一部を欠狐しているがほぼ定形質料である。１－１緑部はやや外反しやや肉厚となり口将部

は内傾する。頚部は外反し短頚で胴部最大怪は胴部111央に位ii'【する。外器は解き調整で口蒜部から縦方向、服部上

位は斜行、）１１部下位は縦方Iｲﾘである。｜ﾉﾘ器はナデ調雅であるが蹴部・ルリ部上位に指圧狼がLJ‘られる。

１９は筒形器台で丹溌が施されている．本辿跡最大遺物で器商は86.2ｃｍを測る。ｎ織部はＩ虻に立ち上がり、やや
外反し口唇部は平jI1である。また蝋部端部には沈線が施される。口紳部から蝋部、１Ｍ1部、裾部の櫛造で、洲幣は1１

－２４－
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織部から環部は縦のlWl12mmﾊＩの暗文が施され、脚部から'1,1柵には縦の解きが兄られる。｜ﾉ1器訓Wfは'1梓部・脚部に

ハケ目が施されている。また脚部｢I'央部には爪跡狼、下位にはへうＩ州捲洲部は枇のハケ調溌である。指jE狼が雌

,灘されるが、この位iiItでの粘l:継ぎ11が顕符である。１１ﾔ制内器にも丹堆が一・部柵1.5～2ｍｍで兄られ、この端部

のﾉ､}がI｣紳部に沿いI|ﾘ,12～3ｍｍで水|lがれていることから、ここに他の器を捕仙したことは確実であるが、水辿跡か

らそれに‘談､'iする辿物は確定できなかった。

２０は丹蛎の饗でＭ'j-:突帯をＩＩ１部l皇位と111部IlJ央にそれぞれ１条｡１１緑はやや鋤先状でﾉlく､１２に延びやや砿れドがる。

全体に購さを施すが、略文はこの突州H1に1筋１ｍｍ強で20条前後Fl1を１噸位として７ヶ所確認される．また服部略

文に同調するように11縁部にもfii位としての略文が施され、口隷部I聯文は施文柵から内一外への施文形態である。

lli火徒はlIlj部'二位の突滞と1111W;Ill央の突僻間のIlI火ドに位W【し、級やかに窄まりなが』.〉底部で忽激に窄まり、また

庇部は平底を里する。内器は１．寧なナデ‘卿鐙である。

２１はi蛾ｲ;で丹塗である．ｊｆ部は浅くⅢ【状を‘j:し、脚は災く１１，i線状である１１縁部はIﾉ､1部に伸びる鋤先１１線で、１１

悌部に向かい上向きになるが端部はややドがり、１１唇部と'１１１１冊部には沈線が兄られろ。全体に縦ﾉﾉ向の勝さが施さ

れるが、一部横方向の膳きも確泌される。脚の1ﾉ､l器はナデ柵耀であるが据部はハケ目洲雛である。

第２３図ＳＸ－０５出土遺物実測図（３）（1/4）



２２は胴部上位から口縁部資料を欠くが、洩存部の立ち上がりから斑であろう。胴部岐大径は刻目突帯部である。

調整は外器ハケ目、内器ナデで一部指圧痕が見られる。このSX-O5出ｆ十器はこの22以外は彩色土器で、この点

からでは異質である。また逆にSX-O5の性格を窺い知る遺物となるのか。

ＳＸ－Ｏ６（第24図）

ＳＸ－Ｏ６は５－Ｃ・Ｄグリッドに於いて検出された。基本土用第Ⅳ1Ｗ内での検出で、埋土は多分層で乱れていた。

遺櫛は調査区外に伸びており全体像は不明であるが、艮靴状の掘り込みであり、調査区外から掘り込みが行われ本

調査区に遺柵が伸びてきたと思われる。時代を特定できる遺物は出土していないためその性格は不明である。

ＳＸ－Ｏ７（第24図）

ＳＸ－Ｏ６は４－Ｃグリッドに於いて検出された。これも基本土屑第Ⅳ肘内での検出で、SX-06に近接しており埋

土・形態も類似する。これも迫櫛の性格は不明である。

ＳＸ－Ｏ８（第25図）（参考）

SX-08は捌査区に近接している北側裸林に存在するもので、グリッドでは５．６－Ｂである。中軸0.6ｍ～拳大

程の川原石を償みⅢねた状態で存在している。遺柵所在地は棟林で地椛者はこの遺柵を「塚」と呼んでいた。この

｢塚」はこのSX-08を含めて２基存縦していたが、今回はこのSX-08だけにfWめた。石積み下位に掘り込みの可

能性もある。しかし本来の訓迩区ではないが、地権者の了解を得てこの石欄みを記録として行ったが、断面図は見

通しではない。

ＳＸ－Ｏ９（第25図）

ＳＸ－０９はＤ－４グリッドに於いて検出された。３．５ｍ×３．２ｍの方形プランで住居の可能性を想定したが、柱

穴・炉など生活空間を確証できる遺柵がなくプランだけを確認した。

ＳＸ－１０（第25図）

ＳＸ－ｌＯはＤ－４グリッドに於いて検出された。3.7ｍ×３．２ｍの梢円形プランでこれも住居の可能性を想定した

が、柱穴・炉など生活空間を確証できる遺柳がなくプランだけを確認した。

－２８－
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第１節土器

水遺跡の出土辿物はその接合にてエリアを,没定しそれぞれを提,I:する。また各グリッドをさらに細分化したｃ

(第２６～４７図）

第２トレンチ（第２６．２７図）

Ｄ－４グリッドに於いて本調従の確認のために行われたものである。７点の進物が検出されている。また他

の進物と接合した場合は２Ｔで災,脳した。

２３は「く」の字I｣縁の礎で、１１唇部と胴部にへう状工具による刻１１突幡が施される。雄大徒は胴部突滞下位

に位ii'ける。洲雅は縦方向のハケ{Iであるが、一部斜行が!,,』られる。

２５は商坪で｝､}鞭が施され、口緑部からjfIﾉ､I部・脚は磨き‘刈盤が施されている。高坪外器はへう調整後膳き調

盤を施し、脚裾部は沈線状を施している。’1緑は内11'1に被り11'さず、また坪から口緑部へはなだらかに繋がる。

２４．２６は謹の11緑から胴部上位の資料であり、’'11れも)､}堆上器である。

２４は鋤先口蒜を呈しＩi維端部が欠損しているが端部はやや眠れ下がる傾向が窺える。胴部上位に１条の突帯

を持つが全体にローリングを受けておりｌＩｌｉｌｉかに沈線が兄られることから、本来はIﾘllDifな断面Ｍ‘i形であったろ

う。内器に｝､}垂れと筆痕が見られる。２６もＭ位部耐‘:}で鋤先口縁を’過し、内側は２４と比較し伽かに突出する。

|ﾙi１部ｋ位に１条・ﾉIil部''1央に２条のIﾘllMfな断而Ｍ'j･§が兄られる。１１級部は伽少であるがIMil～2ｍｍのIrf文を施

している。口蒜部角度は(‘W少であるためｲく明であるが水平を『,lするか。外器Iniは鰐きが施されている。内器は

ナデ調WfでL1蒜|ﾉ､I部までの施工が1,,1‘られ、１１１１部に薄く仙施l:の飛跡が1,1Lられるが、雑な感を受ける。

２７は'剛11部ド位から底部貰料である。これもローリングを受けており、外器は序純が激しいが全体ﾉ､｝瀧を施

されていたのだろう。また２～3ｍｍの略文が確認される。底部の調雅は指ｌＥ痕によるナデ調雅であるが、中央

に穿孔があり、その破壊状態から外器からの強い1MＷによるものではく、錐状の工典を使川したものか。この

形態はＳＨ－０１出土の小咽壷１に兄られた･

２８は郷脚部賞糾で上ド欠狐しており、ローリングを受けている。外器はハケ'１．１ﾉ､1冊には指ﾉ狼が兄られる。

２９は尚坪脚から裾部の資料で反''展復元である。これもローリングを受けている。裾端部の洲盤は沈線状に施

されており突出している。外器はﾉ､}嘘を施し|柵1ｍｍ強の暗文が確認される。
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'1

エリア２（第３０図）

（e-l、ｊ－ｌ）からの11{上．

３１は稚型-ｔ器の反転復元寅料であるＣＩＩ紳部は「く」の‘i-:を呈し、胴部上位には撚糸状_[典による刻１１突帯

を施す。,川整は外器ハケ11、内器はナデルiIWfである。底部''1〔ｋには指lE痕が1,,Lられろ。）､}唾れが数点縦I惚でき

るが、丹嬢土器としては‘泌定できず、飽くまでも惟定であるが、近ｲIZでの丹鞭作業中、）､ﾄがこの上器に付府し

たのであろうか。

３２の郵蝋土器は（e-l）の出上であるがここに配W【した。’1緑部からIﾙﾘ部上位質料である。鋤先1-1縁を11Ｉし、

１１唇部に向かいなだらかに上向くが水平を保つ。ルリ部上位に１条の突滞を持つが全体にローリングを受けてお

り、沈線がL【Lられることから本来はIﾘl瞭なIWiliiM字形であったろう。１１緑部には放ﾙI状の暗文２条をliii位と

して鯛2ｍｍ強に施文される。

エリア２（e-1．i-1）
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第３０図エリア２．３出士遺物実測凶（1/３－３２．３３，１/４－３１）

エリア１（第29図）

（e－１．２．３，ｉ、ｊ－１．２．３)からの出土。

３０の”WＩ土器は丹塗を施す長頚咽で、Ｌ1織部は緩やかな袋状を呈す。胴部は猟雛型を‘J』し、蚊火径は胴部Ii’

央やや~ド位に位N'(する。底部はやや上底飢昧である。外器はﾉ僻き洲幣であるが、１１織部は戦、弧部～Ⅲ部雌大

掻までは縦、胴部雌大径ド位～底部までは脚驚きである。内器はナデ洲整で11織部と胴部下位には指l:l昌痕が見

られる。Ｉﾉ､l器11級部にも)､１．が施されているが雑な感を受ける。
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第３１図エリア４．５出土遺物実測図（1/3）
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エリア５（a,ｃ,ｑ,ｐ,ｊ－１．２）
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エリア４（第３１図）

（c、ｄ、ｅ－２，ｉ、ｊ－１．２，２T、Ｄ－３)からの出l:。

エリア４出土辿物は２点で、このエリア内の'１１ｋを提,次した。

３４は（ｃ）．（ｄ）．（ｅ－２）．（ｉ）．（ｊ－ｌ）．（ｊ－２）．（２Ｔ〉出土の注口脚付小型蝋である。丹溌が施さ

れ、口緑部はやや外灰するが11唇部はIﾉ､1慨しI|緑部には突帯を施す。撫部から脚部は強く立ち上がり、裾部端

部は斜行になる。胴部は丸みを僻び、）1111部iI』火従11,〔l:に鋭角に油1.1部が〃伍し先端が破仙しているが、火きく

突出はないようである。外器調整では11緑部は勝き調溌、Ｉﾉﾘ器はナデ捌耀で穿ｲL上位に指圧痕、また脚部は絞

り狼が兄られる･

３５は（e－２）．（j-l）．（j－２）出土であるが、ここに仮iii【した。

反I|砿復元黄料。高坪脚からＶＩＩＩ部であるが大型であるため筒形器台の''１能性もある。全体にIIif文が施されてお

り裾部はナデ洲溌である。裾部の端部は摘み上げるようにやや突出する。内器の端部は検ハケ11調擬である。

一部Ｄ－３グリッド1Ｗより出こしているが遺跡ﾙ〔側からの流れ込みであろう。

エリア５（第３１図）

（a、ｃ，ｇ、ｐ、ｊ－１．２）からのｌｌｌｌ２ｃ

エリア６（ｉ－２．３，｜）
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エリア７（e-1.3,hj-3）
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エリア３（第30図）

（d、ｊ）からの出土。３３は厳型土器でI~1緑部から頚部にかけての反蛎復元資料。Ｉﾉﾘ器而までﾉ，}瀧が施され、

口緑部には沈線を持ち~ド位部は突出している。外器・Iﾉ､I器ともナデ洲雛である。
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第３２図エリア６．７串十織物実測図（1/3】
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エリア６（第３２図）

（j－２．３，１）からの出ｋｏ

３７は服部下位から底部資料で反蛎復元である。底部は､12底で外器1ｍは畷き捌進。Ｉﾉ､l器面はナデ‘淵整が施され

指川昌痕が見られる。怠激に立ち上がることから班咽上器であろう。これもﾉ､}雄が施されている。

エリア７（第３２図）

（e－１．３，ｈ、ｊ－３)からの出土。

３８は鞭ﾉ、上器の11緑部から服部上位賞料である。口紳部端部はやや肉厚で外反する。口縁部と服部境に突帯

１条施す。外器はナデ・ハケ、Ｉﾉﾘ器はナデ調整である。

エリア８（第33図）

（e-l、ｉ－ｌ）出上の逆物４点であるが、（e－１、ｊ－ｉ）グリッド各単独もここに包括した。

エリア８（e-1,i-1）
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３９は（ｅ－ｌ）出上の丹塗の縦である。1-1径12.2ｃｍ・器尚３２ｃｍを測る。略文を施し頂上部から放射状に加

文する。均一されたi11位は見られず、やや蛇行する施文で、内器はナデ調雅が施される。穿孔が４孔あり、２

孔がそれぞれ対になっている。

第３３図エリア８出十遺物実測図（1/3）
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３６は問坪。反転復元であるが坪から脚部上位質料で、全体に丹迩が施されている。坪部は深く塊状で11縁部

は内部にやや伸びる鋤先口緑であるが断面はＶ‘i客を呈している。１１梓部にIiilかい細くなりややlﾆ向く。脚は上

位資料だけであるが勝部に向けて広がる傾向である。Ｉ:.I織部は放射状暗文が施されているがやや雑な感を受け

る。坪部の|ﾉ､1器は一部横磨きで外器はハケ'二１，脚は縦の隅き、脚内部はしぼり痕がみられる。
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１１

４０は〈j-l）出土。丹堆の無頚小咽壷でI:I緑部は「く」の宇型に屈''1'し１条の沈線を施す。雌大従は胴部''１

心部で、外器はハケtI・棚の磨きJI1隙で、Ｉﾉ1器はナデ‘１Ｍ膿であるが指Ⅱ§痕が蝋杵に見られる。ｌﾉ､1器には｝､)･｣雁れ

の跡が兄られる。「1緑には穿孔があり２対が対角状になる。雛３９とセット関係であろう。

４１は（e-l）‘（j-l）出上。柳Ⅲ｣器の｢1織部から頚部資料の反'慨復元である。１１紳部は内Ⅲ'1にやや突出
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第３４図エリア９出土遺物実測図（１）

（1/3-44,1/４－４３．４５）
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第３５図エリア９

出十遺物実測図（２）（1/4】

－３９－

する鋤先口隷で口唇部に向けて水､Fである。口

緑部は大きく外反しＩI紳部と弧部の境にはＭ‘ｒ

突柵が１条兄られ、このlHlに鋸歯状の略文が施

されている。ノ､}塗は内器面にも兄られるが丹亜

れであろう。

４２は（ｊ－１）出ｋの間坪脚部・反転復元で

あるが脚からＷｉ部寅料でＷｉ部先端部は内沸女(味

に小さく尖出する。ローリングを受けているが、

外器は丹潅が施されており、また内器は１M部に

ライン状の丹が施される。

エリア９（第34～４０図）

ここではＳＸ－０９・１０の上川出土であるが、

一部このブロック外からのＩｌｌｔも認められる

が、ここに包1,Wした。

４３－１は（ｅ）・〈ｈ）．（ｉ），（１）．（ｐ）・

(ｑ）。（ｗ）出Ｉ:の謹剛|:器＞Ⅲ１部に△状突椛を

持つ。１１縁はやや上がり先端は僻状に肉11,Kとな

る。１１１大径は突僻位ii《(の胴部'''心になる。Ｉ哨文

は全休に施され'I緑部から突’Ｈｆまでと突柵から

底部まであるが、何れもlf[線状に施されており、

規格された間陥ではなく間延びした感を受け

る。１人1冊は11織部に勝き、服部はハケIiが兄ら

れる･外器は丹堆が施され、内器の口隷部まで

は葱,職しているのであろうが、ｌﾙﾘ部は八K跡と亜

れ跡がみられる。

４３－２は（Ｇ）出土。胴部ド位から底部まで

の尚糾であるが、底部は平底を‘I｛し、本来は

４３－１とＭ一個体であろう。これにもIIjl規惜の

略文がみられる。
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４４は（９）出,:この喪型上器の口緑部箇料である。大きく張り出さない鋤先Ii縁を11匙、１１拝部に向かいやや

唯れ下がり、I-I梓部には沈線を持つ。暗文が施されillI線状ではあるが乱れた感を受ける。

４５－１は（ｅ）．（ｆ）．（ｈ）．（、）．（ｒ）出・kの劉型上器の反'砿復元資料である。全休に丹壊を施し、内器面

は口緑部近くに帯状の丹瀧であるが）､}．.'腫れ.'YY跡が見られる。’-1緑部は均一したⅢ〔みを持ち、突出した鋤先状

で口唇部に向け口維部中央で頂点後、１１唇部に向かい緩やかに砿れドがる。服部上位に１条のＭ'j竜突幡を持つ。

外器面は横磨き、内器而はナデ調離で、口縁部は磨きを施す。

４５－２は４５－１と|剛一価体で胴部ド位礎料である。１条のＭ字突帯を持つが沈線がやや明碓でない。雌大従

は４５－１と合わせた２条のＭ字突洲H1になると思われる。

４６は（ｂ）．（９）．（ｈ）出上の拠型ｋ器の11級部演糾としてはほぼ完形である。鋤先口緑を呈し内器先端は

伸びIﾆがるが、’'１央でやや擁み口将部でややｋ向く。暗文を施し８条前後をｌ単位として施文され、また内IiIi

－４．０－
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第３６図エリア９出土遺物実測図（３）（1/３－５１．５２１/4-48～50】
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一

にも施文されているが、外面ほど繊細ではない。１１綜部iI.〔ドの胴部から意図的に破壊した感がある特異な質料

である。

４７は（b）．（d）．（e）．（ｅ－２）．（９）。〈h）．（p）。（q）より出土であるが、一部（ＳＨ－０３）より出土して

いる。丹雄の饗型土器で、口隷部は内部端部を欠くが、突出した鋤先状で、胴部付け根付近でやや細くなるが

'1梓部にIi1lけ水平に伸びる。川部上位でjli大径ド位に１条の△状突椛。突柵から底部に向かい衆まり、底部は
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第３７図エリア９出土遺物実測図（４）（1/3-53.54.56.1/4-55）
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’

やや､上げ底を域する。１１１部上位と突帯冊に11ﾘ,１２～3ｍｍの暗文が7～8ｍｍＩＨＩで施され、突帯からlIli1部下位までも

施文が行われている。’1織部内1ｍには丹jlEれの点拙が聯しい°

４８は（b）．（d）．（e－２）．（e－３)．（j-l）．（､）より州この鋤(吐器である。口緑は鋤先状でやや唯れ下が

る。Ｍ宇突帯を服部上位と、Ⅲ１部111央の２ヶ所に持つ。全体的な暗文は兄られないが、服部lI1央の突滞間の伽

かな１１M脈に直線状の暗文が兄られる°雌火径は上位の突帯と胴部突帯間にあり、下位は緩やかに窄まり底部近

くで急激に窄まる。外器は'怪い岬き、ＩAl器はナデ‘ＩｌＩ蝋である。折I|城が|ﾉj器のＨ１部ド位に1,,Lられる。外器には

丹塗が施されており、内器の口織部直下にも丹塗が見られるが雑の感があり、内器には数点の畦れ跡が見られ

る。I1il部ド位に穿孔があり、外器からの強い破打が行われていることを通わせる。

４９は（ｃ）．（ｅ）。（９）．（ｈ）より出ｔの蛍型上器。ｉ:I識部は「く」の字ﾉⅢに屈'''1をし、１１牌部はやや外反し、

1-1唇部には１条の沈線に刻みをl:ド２本施す。外器はハケ'１．内器はハケ|i捌擬後、ナデ‘ﾘM膿を施す。蛾大様

は胴部中心で底部は平底を呈する。

５０は（ｃ）．（ｄ）。（「）．（９）．（ｈ）。（ｉ）より11}この蝋型土器。口縁部は「く」の字型に雁llliし、やや外以

するが１１唇部は内傾する。外器・Ｉﾉ1器ともハケ111洲離を施し、Ｉﾉﾘ器は指圧ﾘ典も認められる。ノIjt大従はlllj部'''心

部より上位に伽i'tする。底部は､12底を呈するｃ

５１は（ｅ）．（９）．（ｈ）よりilll:の職Jil1I器。反'|瞳復ﾉﾋで口維部からlIliI部ド位鷲料である。ノ､}塗が施されI｜

縁部内器面には３条の帯状横施文が認められる。１１緑部はやや外反し、Ｉ峠部は沈線である。頚部は窄まり短

頚で、胴郁雌大篠は胴部''１央に位iirlする。外器・Iﾉ､l器ともナデ洲耀である。
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第３８図エリアｇ１ＬＨ＋笹物実測図（５）（1/4）
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５２は（ＳＸ－０９・１０）より出土。班咽'二器の11蒜部貰料である。やや外反し沈線を持つ。これも丹が施され

ている。

５３は（ｅ）．（恩）．（ｈ)より出土の'僻(吐器で、袋状11蒜を{iし11蒜は､|§円状に窄まる。ノ､}塗を施されてい

るが剥落しており本来は耽災であったろう。頚部と胴部上位に一部略文が確認される。洲雅は胴部張り出し雌

大徒で横解き、庇部から川部下位はｌＩＩＶきが施される。内器は頚部に箆状［典、川部張り出しから下位底部にか

けてはハケ目訓雌である。また底部にもハケ1.1を施す。

５４は（ｅ）．（９）．（ｈ）より出土の脈頚小型蝋。１１縁部はやや鋤先状で口唇部に向けて上向く。簸火fifは胴

部''１央よりややド位に位ii'(し、底部は､ド底を艶する。外器miは11緑''1〔ドから川部雌人儒付近まで直線状に２～

３条のハケ目状‘ﾘﾘ膿が見られ、これも略文である。ｌﾉ､1器はナデ捌整を施す。口緑には穿孔があり２対が対角状

になることから、縦とセット関係であろう。丹が一部に兄られるが３１のようにﾉ､}がこの土器に付満したのか、

しかしこの土器の怖怖から本来はﾉ､}塗りの可能性が想定される。

５５は（d－４）．（ｅ－４）.（ｈ）．（i）．（ｊ－３）．（q）より出ｔの壷咽上器。口緑部は鋤先状で先端は唯れ下が

るが11僻部はやや摘むように上向く。短頚で胴部は箆盤型、蚊ﾉ<径は胴部中央に位M'こし、底部は上げ底である。

Ｍ宇突僻を頚部に３条と下位に２条、ノ'''１部上位に２爺、１１１大齢に１条ｲiする。外器・Iﾉ1器ともナデ訓盤である。

一部、ノ､}が認められるが丹が;ＩＭＩがれたものでなく、怠図的なものか偶発であるか,ドIﾘIである面

ー
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第３９図エリア９出土遺物実測図（６）（1/３６０．６１．１/4-59）
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第４０図エリア９出土遺物実測図（７）（1/3）

５６は（ｄ）．（９）．（ｈ）．（ｋ）．（ｑ）より出上の注'1脚付小型噸である。丹堆が１１雑部内器まで葱図的に施さ

れている。１１緑部は外ﾉ又し口唇部は内傾を‘IＩする。Ｉ|緑部と胴部の境に１条の突椛を施し、胴部は丸みを帯び、

脚部は緩やかであるがﾘﾙ部は大きく広がり、洲部先端部は丸みを柵びる。１１１部雌人慌'1,〔上に２１１の穿孔があり

鋭角である。先端が破似しているが、大きくは突出していないようである。胴部と脚には区切りがなく機能的

な‘M1題を生じる。外器,洲雅は1.1級部ハケ|冒'1MW農、胴部はハケI]後膳き、脚部は磨きを施す。

５７は（ｂ）・〈ｅ－４）．（ｈ）より出上の,}‘紗fで坪部は深く塊状である。｜|緑部は|ﾉ1部に伸びる鋤先11級を呈

し、口唇部に向かい亜れ下がりながらややl:を向き１１特部は斜行である。また坪付け限でやや細くなり'二1唇部

でやや肉l『,〔となる。MlIは輝く、洲端部は細沈線を施す。丹塗を施し、坪部の内器はナデ、外器は強いナデ‘淵擢

であるｃ脚は縦の階きであるが施文に差災があり~ド位になるにつれ、大→小一陽中となる。特に脚中央部は暗文

を忠識しているようにも見える。脚内部は指圧痕・絞り痕で下位はハケ'１糾整である。口織部は3ｍｍ削後を２

～３単位で放射状の略文を施す。

５８は（ａ）．（ｂ）。（ｅ）。（９）より出止の尚坪。坪から脚部資料で、丹塗を施し坪部はかなり浅くⅢl状を１１』し、

脚は直線状でその器形を変えず細災い。脚部上位に１条の突帯を|』し、１１維部は内部に強く伸びる鋤先11緑で、

１１杵部にIhlかい緩やかに伸び上がり沈線をｲjする。ルf部の内外器はナデルリWf、脚は縦の膳きが一部確認される。

口蒜部は卿2ｍｍ強の縦方向の放肘状の暗文が施されるが、単位を世識しているのかIﾘl雌でない。

５９は（ｂ）．（ｅ）．（ｋ）。（ｐ）より出土の間坪で口緑部からjf部の反転復ﾉ6歯科である。口紳部は鋤先11緑で

Ｗ１ｌに伸びるが唯れ．ドがり、１－１拝部はやや斜行に切れる。丹噸を施し、坪部のIﾉ､l器は被磨き、外器はナデ洲盤

を施す。坪部上位にＭ宇突帯を１条有する。１１縁部は1ｍｍ前後の暗文で２～６条をiii位としてあるが全休に均

一した感を受けない。

６０は（ｈ）より出l:の間坪。’1織部から坪資料である。口維部は内部に伸びる鋤先口縁で、、Iz坦に(''1び化か

に唾れ下がり、口唇部は斜行に明れ弱い沈線を有する。丹塗が施され、坪部の内器は険磨き、外器はナデ調整

である。１１維部はlmmlliI後の'1門文で２条をlili位として、やや'111附を保ちながら放射状に施文される。

６１は（ｅ）．（９）より出土の尚jｲ;の脚から裾部箇料である。脚下位にＭ'jf突帯をｲ』し、この位Wiから縦方向

にlWiIl～2ｍｍ前後の略文が施される。柵部はナデ訓雅で、端部はやや斜行に落ち沈線を有する。内器は指頭圧

帆とハケＩｌｌ洲雛が認められる。外器はｊ､}龍が施されているが、ＭＩＩ部端部にはそれが兄られない。

６２は（ｃ）．（ｂ）.（ｄ）．（９）.（ｈ）．（ｉ）より出12の鉢型上器である。口縁部は鋤先状でI峠部に向け先細
りながらやや上向く。胴部は緩やかに窄まりながら急激に底部にむかう。外器調溌はハケ目,洲盤、内器は指頭

－４４－



第４１図エリア１０出土遺物実測図（１）（1/4-68～７０．１/３－７１～75）
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第４２図エリア１０出土遺物実測図（２）（1/3）

圧痕、底部はナデ調整が施される。

６３は（９）．（ｈ）より出土の鉢型土器で口縁部から胴部上位の反極復元資料である。逆Ｌ字口緑を有し、口

唇部に向け先細る。外・内器ともナデ調整を施す。

６４は（９）．（ｈ）より出土の鉢型土器。反転復元であるが口縁部から胴部上位資料である。戒上口緑を有し

口唇部は斜行である。外器ハケ・内器ナデ捌整である。

６５は（９）．（ｈ）より出土の喪脚部で先端部はやや外反する。外器・内器ともにナデ調整であるが、内器は

指圧痕が認められる。

６６は（ｂ）。（９）より出土の劃脚部で先端部はやや摘むような形態である。これも外器・内器ともにナデ調

耀であるが、内器は指頭圧痕が認められる。

６７は（９）より出土のミニチュア土器底部資料であろう。底部はやや丸底で緩やかに立ち上がる。風化が激

しいが外・内器ともナデ調擢である。

エリア１０（第４１．４２図）

ここではＳＸ－０９・１０の下層出土であるが、ここも一部このブロック外からの出土も認められるため、エリ

ア９と同様にここに包括した。

６８は（ｂ）より出土の迎型土器の口緑部から胴部上位の反転復元箇料。口縁部はやや突出し他かに鋤先状を

呈する。口唇部に向かい上向き肉厚となる。胴部上位に１条の突帯を有し、丹は厚く施されているが口縁部と

胴部の境は点描の丹である。内器面は胴部との境に帯状に施されているが、３～4ｍｍの丹垂れである。胴部に

暗文と思われる施文が見られるが、口緑部には暗文を施し単位として施文されているようである。また内面は

丹垂れが認められる。

６９は（ｋ）．（k-l）（ｐ)より出土の高坪で坪から脚部資料。全体は丹塗が施されており、坪部は浅く塊状を

呈し、坪部中央部に垂れたＭ字突帯を１条有する。脚端部は５８と同概にその器形を変えず細長い。坪部の内器

は横磨きで外器は口縁部から突帯までナデ、突帯下位は縦の磨きである。この磨きが脚下位まで施される。脚

内部は捻り痕が縄められる。

７０は（ｅ）．（ｋ）より出土の裂型土器。反転復元であるが口縁部から胴部上位にかけての資料である。口縁

部は弱い鋤先状で口唇部に向かい級やかに垂れ下がる。胴部上位にＭ字突帯があるがこの突滞も弱く垂れてい

る。外器面はＭ宇突帯下位に柚附き、内器而はナデ澗整を施す。口緑部上位は帆2～3ｍｍの暗文が施され4～７

条をl単位として施文されている。丹塗が施されているが内器は口緑部の丹垂れであろう。

７１は（ｈ）より出土。反転復元資料。丹塗が僅かに認められ、口緑部はやや外反し口唇部は平坦である。外

反状態から筒形器台の口縁部であろう。外器は帆2～3ｍｍの面線状の暗文を施す。内器は横のハケ目訓雛。

７２は（ｂ）より出土の壷型土器の反転復元の口緑部資料。外反し口唇部は摘むように上向く。丹塗が内外器

－４６－
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エリア１１（第43図）

（e－１．２．３、ｊ－１．３、ＳＴ－０３）出上。

７７は壷型上器で、１１蒜部は鋤先状で先端に向けてやや落ち込み11唇部でｋ向く。１１群部は伽かであるがへラ

状I:典による刻ll状が1,,Lられるが|ﾘl雌でない。岐大徒は'1M部''１央に位慨する。外器１１Wはハケ'二I・Ｉ旦典によるナ

デ洲惟・内器1ｍも同様であるっまたこの箇糾はST-03の川土辿物と接合したが、主にST-03以外から出こし

たため、ここに配慨した［

エリア１１（ｅ‐1.2.3,ｊ-1.3,ST-03）

１
ノ

／

＝Ⅵ

（

＃
哉

／

〆己

に施されているが、ローリングを受けており風化が激しい。

７３は（ｂ）．（ｃ）より出'二の壷咽ｔ器の反蛎復元のI昔1緑部貰料。Ｉ.I縁部上位の寅料であるため不明であるが袋

状11継であろう。丹は1人1冊まで施されているが丹垂れがみられる。

７４は（ｅ）より出ｋの,断坪･洲部の反転似元の資料。丹塗が施されているが、裾部lﾉ､I器にも‘惚められる。端

部はやや斜行に落ちる。外器はナデ洲穂であるが、内器はハケ１．１が認められる。

７５は（ｉ）より出-ｔの11.Ni坪‘，反'|瞳復元のル洲憧料で端部はIﾉ､I伽する。ローリングを受けているが、外器は丹

鞭が施されて、外器はナデ・内器はハケ11捌耀を施す。

７６は（ｋ）より出ｔｏＩ１緑部はilIjl先状を11』し中央で縦み、口卜釧iはややｋがり肉l',[となる。ノ1M部は一部箇料

であるため、全体の器ﾉil1はｆＩﾘlであるがｆＭＷｌを!【坐するか。口緑部の円錐状突起物がＵ'iと型に延びIl1ij端に接合が

想定される。これは把.Ｆの機能であろうか。雛型土器の範醗であるが不Ｉﾘ1ｋ器である。また出上状況は把手部

が1脚'[に突き刺さるようであった。このため！洲iif時は粘１１帯の一部という概念であったが、腿J1M時に判明した。

捌雅は外器ナデ・内器は一部、ハケ11調整を施すｃ
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第４３図エリア１１出士漬物実測図（1/4）
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エリア1２（d,ｅ,ｊ-1.2）
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第４４図エリア１２．１３出土遺物実測図（1/4）
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声

(ｊ－２)より出土している。

エリア1４（b,ｄ,i,ｑ,ｈ,i,i-2,ｋ.SH-03）
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エリア１２（第44図）

（ｄ､ｅ、ｊ－１．２）より出上。

７８－１．２は斐型上器の反蛎復ﾉC資料で1-1将部にはへう状工典での刻'1を施す。丹塗が施されているがIﾉ､I器は

鞭痩・ﾉ､}IEれであるが、ｌﾉ1器彩色を意識はしているのであろうか。７８－１．２は同一個体で、１１１部上位と胴部

111央に1条のＭ宇突稲を有し、胴部上位と胴部中央の突僻が唾れていることから後述するが、この時期の後期で

あろう。外器而のＭ字突‘I州lはilJ〔線状の１１%文、胴部IlI央突帯ド位は縦方向のハケi:1を施す。底部はやや上底を

ＩＩＬし、ルI部下位底部近くに穿孔があり意似l的に破壊されたものか。１１織部は（ｄ）．（ｅ）より、底部は（ｊ－ｌ）.
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第４５図エリア１４出土遺物実測図（1/4）
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エリア１４（第45図）

ここではＳＨ－０３と接合した辿物を取り上げた

８０は（ｄ）。（９）．（ｈ）．（ｉ）．（ｋ）。（ｊ－２）。（ＳＨ－０３）からの出上の蝿型土器。Ｍ字突椛を胴部上位と胴

部111央に２条ｲjする。Ｉｉ緑は刺い鋤先状で、１１杯部に向かい肉厚となりやや上向く。丹塗が施されIﾉ､I器LI蒜部

にも伽かであるが認められる。雌大径はﾙﾘ部上位の突椛と胴部''１央の突細111に位W【する。服部の突帯より緩や

かに向かい底部で窄まり、底部はやや上底を里する。風化が激しいが胴部ド位の廊部付近で磨きが確認され、

内器はナデ調雅である。１１縁部も風化が激しいが４条程をｌ単位としての111W文が恕定される。

８１は（b）.（k）．（f）・(SH-03)からの出土の蝋型土器。口緑部は「く」の宇咽に屈曲しやや外反する。１１

僻部にへう状l:1,Lでの刻1-1を１条、ｌﾙ1部雌大径に刻み突柵１条施す。外器ハケ後、枇階きでIﾉﾘ器はハケ日ｌＭＷｉ

である。雄大徒は胴部''1心部の突帯付近である。底部は､ド底をｲiする。

エリア１５（ＳＨ－０４北側）

／

第Ⅲ届他の出土遺物

第４６図エリア１５出士遺物実測図(1/3）第Ⅲ層他の出土遺物実測図(1/3）
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エリア１３（第44図）

(d､ｇ)より出'二｡

７９は雛咽土器の胴部～庇部の以蛎復元箇料。丹堆が施され、雌火径は上位にあると思われ、胴部ド位に刻１１

突帯をイル、底部はやや上底を11lする。外器は附き調盤で服部は横、底部から胴部下位にlｲﾘけて縦の磨きにな

る。内器はナデ柵幣である。
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第Ⅲ層他の出土遺物（第46図）

基本土kｲの第Ⅲ肘より出こしたものである

８３肺１部ド位から底部の反極復ﾉ6質料。ノ､}瀧を施し、底部は平底をAIlする。外器は階き、Ｉﾉ1器はナデと底部

付近に指蚊圧痕が脇められる･底部からの立ち上がりから噛型上器であろう。

８４１１紙部資料丹塗を施し、外器は鱗きIﾉﾘ器はナデ調整である。ｌﾉ､1器は4～５ｍｍ帆で丹塗が施されてい

るが飛跡も兄られる。無頚唯であろう。

８５丹潅であるが風化が激しく利落している。調整は外器面・内器面ともナデ洲整であるが、内器而には丹

唾れが》J‘られる。器台か,断坪の裾部資料である。

８６１１織部漬料でローリングを受けている。外・Ｉﾉ､l器而ナデＩ捌繋風化が激しいが一部ﾉ､}途が認められる。

また暗文の痕跡も1,↓られるが明確ではない。器台口蒜部か。

８７脚部黄料底部はやや上底で外器はハケ{１，内州は指ﾉl;狼が認められる。

他の出土遺物（第47図）

これもｊｌ馴鳶.ﾋﾙiiの第１I肘より出こしたものであるが、ノ<､|%は流れ込みである。

８８は蹴咽土器の頚部からﾊI部の寅料で直の馴部から緩やかにｈI部に向かう。外．Iﾉﾘ器ともナデ調雛である。

８９ローリングを受けているが、ＩＩＩｌＩｔの火鉢のI,織部破片である。外器ＩＩＩｉには花介状のスタンプが施される。

11唇部は､Iz坦でまた肉厚であるが下位につれ薄くなる。１１緑部と化弁状スタンプ|{１１に突帯が確認できる。奈良

火鉢の類か。

９０細文晩期土器の深鉢であろうか。’二I維部に刻11突柵を施す。外器捌1盤はナデ‘ilM幣後、ハケ'二Iが沈線状に

施される。

９１深鉢のIIjl部蛍料。外器に細沈線が綾杉状に施され、縦に２本の細沈線が兄られる。小破片であるため形

式涼は不lﾘlである。ここでは資料紺介に留めたい。

９２これも小破片であるため詳細はｲ<明であるが、外器に細沈線が施される。船ﾉ亡式の瀬ﾉｉ内系か。

９３釧伽部、据部はやや広がり柵部先端部はややｗｌ１である｡これも外器ハケ１１．Ｗ器ナデi淵整である、

他の出土遺物
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第４７図他の出十遺物実測図（1/３）

eJ2

B脂

エリア１５（第４６図）

ＳＨ－０４の北11ﾘの撹乱ﾉIvfから出ｋしたもので、道1,Ｗ・辿物Jl4IlI腿であるⅡ隆とは位慨的に距離がある．

８２は雌頚壷で胴部下位から底部資料を欠く反転復元である。１１緑部は「く」の'jご型にAIllIIIしやや外反する。

11唇部に沈線を施し、胴部11ｋ大経は111央部に(Ⅷ'iする。,洲溌は外器を横附き、下位は縦の附きである。内器の

'二位は指Ⅱ;狼、雌ﾉく徒付近はドからのへラ削り、その後ナデ訓雅が‘認められる。
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９４細文後期土器で深鉢の口緑部である。外器調雅は２条の沈線文を施し、その間に階り消し細文が確認さ

れる。

９５口縁部資料口緑部は丸みを帯び内慨している。口緑部端部はやや肉厚である。贈り消し釧文を施した

鉢であろう。

第２節石器 他

１旧石器時代の石器

（１）三稜尖頭器９

旧石器時代の遺物は包含層から１点のみの出土である。角畷の自然面を残す剥片を淵材として、腹而の全体

に平坦剥離が施され素材面は残らない。背而は素材の時点で｛¥られた俊を生かして先端と基部に腹而及び稜上

から平坦剥離が施される。使用石材は漆黒色で白い1と石を多く含んでいることから小国産黒曜石と見られる。

時期的な位置づけについては、原位慨を離れており、共伴する遺物が見られないため明確にすることはでき

ない。ただし、三稜尖頭器の時期的な位圃づけからＡＴ上位に属することは明らかである。小国盆地内の遺跡

として小国町下城遺跡では三稜尖顕器66点が出土しており、小国産照剛石が多く使用されている。

２縄文時代の石器

（１）石匙１４

縄文時代に属すると考えられる石器として石匙が１点出土している。弥生時代住居理土中からの出土なので

原位倣ではない。横長剥片を素材として、左右両側からの加工によってつまみが作り出される。刃部に剥離面

が観察されるが小型且つやや不規則であるために刃部調整によるものではなく使用によって生じた刃こぼれと

帯えられる。左側を欠損する。使川石材はサヌカイト質安山岩である。原位制を離れているため時期は不明で

ある。

３弥生時代の石器

（１）踊製石繊３～８．１３

弥生時代の石雌が８点出土した。その出土状態は包含層もしくは住居吐の貼床埋土からの出土で遺桝に直接

関係するものではない。

使用石材は粘板岩２点１（第９図）・４、卸緑凝灰器２点６．７、凝灰岩１点８，頁岩１点3、チャート１点１３、

結品片岩１点５である。

出土した石餓は欠損により判断できないもの５．７を除いて何れも凹塑無茎式で平面形状から正三角形を呈す

るもの８と、二報辺三角形を呈するもの１．３～６．１３、柳葉形を呈するもの７に分けられる。１．１３は比較的

大型である。１３は刃部のほぼ全周に刃穀れ状の微細剥離が観察される。何れの資料も穏度の差はあれ欠批が観

察される。

(2)敵禰１５．１６

敵石、磨石と縄められる資料は包含層から２点の出土である。１５は安山岩の円喋を利用したもので醗打痕と

見られるくぼみの巣中とその裏面に研磨痕とおぼしき若干光沢を持った平坦而が観察される。１６は同じく安山

岩の円陳を利用したもので破打狐と見られるくぼみは１５ほどではないが一部に災中している。平坦面は２面で

ある。これらに伴う台石、石皿は検出できなかった。

４時期不明の石器

包含肘から出土した石器の中で打製石蹴、スクレイパー、槻形石器、表採された磨製石斧の４点が資料個別の

特徴から時期を特定することが困難であったため時期不明の石器として取り上げた。

（１）打製石娠１０

凹基撫茎式で平而形は三角形を呈すると特えられる。先端と左側韮部を欠伽する。使用石材はサヌカイト質

－５２－
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第５０図銅父実測図（1/2）

安山淵である。

（２）スクレイパー１２

左半分を欠楓するため全体的な形状は不明であるが横足利片

を素材とすることから楕円形に近いと考えられる。打面側に刃

部調鞭が集中しており端部に明確な使川痕は確偲されない．

（３）根形石器１１

制広剥片を素材として上下両側に剥離があり、特に上部は階

段状剥離が顕著である。側而に両極剥離が観察される。

（４）購製石斧１７（参考資料）

遺跡周辺から購製石斧が炎採された。平面形がバチ形を呈す

るハ･刃のｲi斧で側面、平面の一部に利離面、敵打痕を磯すもの

の全体的に丁寧な研磨が施される。jIl&部の剥離面は研膳面を切

っており柄への装箭に関迎した使用狐と砦えられる。刃部は耕

作によってか新しい剥離mが見られる。使用石材は蛇紋粁であ

る。

（５）鯛父１８（参考資料）

市原天満宮所蔵「大正１（１９１２）年頃、神殿修繕ための御

進宮の際、御神体とともに祭秘されていたものである。天保年

間に火を受けている｡」（たたかいと祈りと八代市立仰物館未

来の森ミュージアム１９９３）

中細形であるが援の上半は部分的に摩滅しており、これは後

世に研附された狼跡であろう。原型をfWめていない。樋は綾杉

文であり、穿は不定形で内の先端は欠仙しているのであろう。
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第V1章科学分析

1.リン・カルシウム含騒分析

（古畷境研究所）

１．はじめに

土塊中に含まれるリンやカルシウムの起源としては、上壊の母材、動物遺体、植物遺体などがある。また、

遺跡の生活面や辿柵内には遺体、排池物、代謝物、食物残液、燃料灰などに由来するリンやカルシウムが蓄俄

している。カルシウムには一般に水に溶解しやすいが、リンは土壊１１１の鉄やアルミニウムと強く結合して難溶

性の化合物となるため、土壌中における保存性が高い。このようなリンやカルシウムの性賀を利用して、墓状

遺柳などにおける生物遺体（人骨など）の確認、および生活而や道柵而の確認などが試みられている。

２.試科

分析試料は、地蔵原のＳＸ－Ｏｌとその周辺から採取された‘i1.4点の土塊である。試料の詳細を第１図に示す。

３.分析方法

エネルギー分倣型蛍光Ｘ線分析システム（日本通子(株)製、JSX3201）を川いて、元衆の同定およびフアン

ダメンタルパラメータ法（FP法）による定爪分析を行った。試料の処理は次のとおりである。

ｌ）試料を絶乾（１０５℃・２４時間）

２）メノウ製乳鉢を用いて拭料を粉砕

3）拭料を塩化ビニール製リング枠に入れ、圧力１５t/=でプレスして錠剤試料を作成

４）測定時間300秒、照射徒20ｍｍ、咽圧30keV、試料室内真空の条件で測定

4.分析結果

各元素の定放分析結果(Ｗｔ％〉を第１表に示し、リン酸(P205）とカルシウム(CaO)の含jitを第１図に示す。

5.考察

一般に、未耕地の土壌中におけるリン酸含駄は０．１～0.5％程度、眺地土曜でリン酸肥料が投入された場合は

0.1％程度である。農耕地では施肥による影響が大きく、目的とする拭料の分析結果のみから遺柵・遺物内にお

ける生物遺体の存在を確i贈するのは附雌である。このため、比較試料（遺物・辿柵外のiI1料）との対比を行う

必要がある。

ＳＸ－０１の8埋土内上ｊＷにおけるリン駿含Iitは1.23％、川上内~ド１Ｗでは1.24％と比較的問い値であり、比較

試料として採取されたＳＸ－０１近くの地山の１．２３％とほぼ同様である。また、壷１におけるリン酸含最は

0.96％であり、地山よりも低い値となっている。各試料におけるカルシウム含凧は０．４０～０．９１％であり、地

111の1.07％よりも低い価となっている。

これらの結果から、週柵や遺物の内部にリン酸を含む何らかの生物遺体が存在していた可能性は示唆される

ものの、比較試料との差異が明確ではないことから、後代の農耕に伴う施肥などの影響も否定できない。なお、

今回の測定データは、本遺跡周辺で1:脳墓などの判定を行う際のjfL礎寅料として亜要と考えられる。

文献

竹迫鉱（1993）リン分析法．１１本第四紀学会編．四紀拭料分析法２，研究対象別分析法．東京大学出版会，

ｐ3８－４５．
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１.拭料

拭料は、赤色顔料が付ﾉifiしたＡ～Ｄの4点のｋ器片である。試料の‘洋細を第２炎に示す。ここでは、赤色顔料の

柳成元素から顔料の秘顛を同定する月的で蛍光Ｘ線分析を行った。なお、各資料について赤色顔料付滴部分と付

蒲物の少ない部分の2簡所を測定し、比絞検朴Iを行った。

2.分析方法

エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析システム（日本雌子⑭典、JSX3201）を川いて、元衆の同定およびファンダメ

ンタルパラメータ法（FP法）による定品分析を行った。試料の処理は次のとおりである。

I）ｌ:器片を絶乾後、分析装慨の固定試料ステージに固定

2）測定時IHl300秒、照肘径20ｍｍ、迩圧30keV、試料窄内真空の条件で測定

なお、Ｘ線発生部の符球はロジウム（Ｒｈ）ターケット、ベリリウム（Be）窓、Ｘ線検出器はSｉ（Li）半導体

検出器である。

3.分析結果

行元素の定lit分析結果（Ｗｔ％）を第２表に,す。

４.考察

赤色顔料としては、一般的に水銀朱（硫化水銀：ＨｇS)、ベンガラ（酸化鉄：Fe203など)、鉛丹（酸化鉛：

Ｐｂ304）が知られている（市毛．１９９８，本111.1995)。分析の納果、各土器とも赤色馴料付滴部分ではＦｅ(鉄）

の明確なピークは検出されなかった。

Fe203の含liは、試料Ａの赤色部では10.68％（褐色部の２２傭)、試料Ｂの赤色部では2248％（褐色部の

4.5傭)、試料Ｄの赤色部では12.17％（褐色部の1.4％)、試料Ｃの赤色部では20.46％（褐色部の2.5倍〉であ

り、赤色部では褐色部よりもFe203の含量が明らかに商い数値を旅している。

以上の結果から、１名器Ａ～Ｄの表面に付満した亦色顔料は、いずれもベンガラと考えられる｡

文献

巾毛勲（1998）新版朱の音古学．考古学選,ｉｆ．雄山側出版，ｐ、42-48.

本ⅡI光子（1995）古填時代の赤色顔料．考,Ii学と自然科学．３１．３２，ｐ，63-79.
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単位:ｗｔ(％）

第２表蛍光Ｘ線分析結果
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第１表蛍光x線分析結果
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3.地蔵原遺跡出土土器の蛍光Ｘ線分析

小村美代子（パレオ・ラボ）

１．はじめに

ここでは、地蔵原遺跡より出土した丹塗土器と粗製土器の蛍光Ｘ線分析を行い化学組織からの比較検討を行っ

た。

２試料と方法

試料は丹雄土器3点と粗製土器3点の景点である（No.l～6)。

方法は、岩石カッターで約29採取し、土器炎面に付藩する上壌等を除去する為炎而を削り超音波洗浄した。

これらを傾温乾燥機で乾燥した後、セラミック乳鉢（成分Ａｌ２０３：93.4％、ＳｉＯ２：５％）で粉砕し粉末化した。

これら粉末を1.80009秤1itし乾燥させた融剤（熊水四ホウ被リチウム（Li2B407）：リチウムメタボレイド

(LiBO2）＝8:2）3.60009と十分混ぜ合わせた。混合試料は、ｒＩ金るつぼに移し、ビートサンブラー（(株)東京

科学製ＮＴ－２０００型）により、約１１００℃で400秒間融合・350秒間捉合を行い、ガラスピードを作成した。

測定は、フィリップス社（現在(株)パナリティカルに社名変更）製波長分散型蛍光Ｘ線分析装置MagiX

(PW2424型）を用いて検量線法による定量分析を行った。測定元素はＮａ２０、ＭｇＯ、Ａｌ203、ＳｉＯ２、Ｐ２０５，

Ｋ２０、ＣａＯ、ＴｉＯ２、ＭｎＯ、Fe203、Ｒｂ、Ｓｒである。

３.分析結果

各遺跡出士ｆ器の蛍光Ｘ線分析結果を第３表に示す。（Nol～6）を柵成する最も主要な元素はSiO2で約66～

７８％含まれ、次いでAl203が約１６～２１％、Fe203が約１～７％、Ｋ２０が約１～２％含まれている。丹塗土器

(No.l～3）と粗製土器（No.4～6）を比較すると、Ｎａ２０やCaOやFe203の分析値で顕著な差が見られる。

４.考察

丹塗土器（No.ｌ～３）と粗製二t器（No.４～6）には科学組成の差が比鮫的顕著に確想された。このことは丹

溌-t器と粗製土器の土器材料が異なることを示すものと琴えられる。今後、近隣遺跡での類例を確認していき

更に検討を砿ねる必要がある。

第３表蛍光線Ｘ線分析による試料の主成分元素(単位:％)と微遍元素(単位:ppm）

【主成分元累ｌＮａ２０：酸化ナトリウム，Ｍ９０：酸化マグネシウム，Ａｌ203：酸化アルミニウム，SiO2：殴化ケイ緊，Ｐ205：酸化リン，Ｋ２０：酸化カリウム．
ＣａＯ:酸化カルシウム,TiO2：酸化チタン，ＭｎＯ:酸化マンガン､Fe203：酸化鉄！

【微量元緊】Ｒｂ:ルビジウム、Ｓ『、ストロンチウム、

Ｎｏ． 過物 Na2０ ＭｇＯ ＡＩ2０３ SｉＯ２ P2０５ K2０ ＣａＯ TｉＯ２ ＭｎＯ Fe203 TOTAL Rｂ S『

No.1９ ０，３３ ０．７５ ２１．０１ 6６．１９ ０．０７７ １．３８ ０．３９ ０３ ０．０１５ ６２４ ９７．４０ ９０３ 6５ ６

２ No.３３ ０ 4６ ０４ 1８８２ 6６ ６６ ０052 １．７４ ０２３ 1１ ０．０１５ ６ ５３ ９６ 6６ １１１ 5８ ４

３ No.４６ ０ ５２ ０ ８０ 1９．５３ 6８ 1２ ０ ０６２ １．７１ ０ 1８ ０４ ０．０１４ ５４１ 9７ 3９ ９６ ８ ３７ ４

４ 粗製士器 ０ ０６ ０ 2４ 16.16 7８ ０５ ００３０ １．７２ ０ ０７ ０8４ ０．０１９ ０ ９９ ９８ 1８ ８１ ５ 3９ ４

５ No.５５ ００５ ０ 2３ 1６．３０ ７７ ４９ ００２９ 1．６４ ０ ０７ ０８５ ００１８ ０９７ ９７ 6５ 7８ ４ ３７

６ 粗製土器 ０ ０５ ０ 2５ 16.18 7６ ０４ ０ ０３２ 1.80 ００９ ０ ８３ ０．０１９ ０９４ 9６ 2２ ８７ ３ 4０ ７
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4.地蔵原遺跡出十十器の胎土分析（薄片法）

膝根久・小村美代子（パレオ・ラボ）

1．分析試料

検討した箇料は、地蔵原遺跡から出土した試料6点である。行試料の詳細は第４表のとおりである。

2.処理と方法

ここでは、土器胎土の特徴を峨大隈に引き出すために、薄片を作成し、鮒光顕微鏡による監察による方法を行っ

た。各胎ｔは、次の手順に従って伽光顕微鏡観察川の薄片（プレパラート）を作成した。

(1)土器拭料は、岩石カッターなどで幣形し、↑I蝿乾燥機により乾燥させ、エポキシ系樹脂を用い、間化処理を行

う。スライドグラスに接着し平面を作成した後、その平1mにエポキシ系樹脂を含捜させ、固化処珊を行う。

(2)さらに、研磨機およびガラス板を用いて研購し、平面を作成した後、スライドグラスに接着する。

(3)その後、輔密岩石薄片作製機を川いて切断し、ガラス板などを用いて研磨し、厚さ０．０２ｍｍ前後の薄片を作製

する。仕上げとして、研磨剤を含ませた布板上で研磨し、コーティング刑を塗布した。

各苅片試料は、佃光顕微鏡下300倍で各分野群ごとにI1dl定・計数する。同定・計数は、lOO似、格子目盛を川い

て任意の位澗における約501J、（0.05ｍｍ）以上の鉱物および複合鉱物顛（岩石片）あるいは微化石類（50側

mIil後）を対象とし、微化石と石英・良石顛以外の粒子が１００個以上になるまで行う。また、このiIl･数とは別に、

薄片全面について、微化石類（放散虫化石、堆藻化石、什針化石、胞子化石）や大型粒子などの特徴について

も観察・記戦した。

３．分類僻の記赦

細磯～砂サイズ以下の粒子を偲光顕微鏡により1,1定する場合、粒子が細粒であるため同定が困難である場合が多

い。とくに、岩石片については、淵ｲi片中に含まれる鉱物数がきわめて少ないため、溝ｲ『名を決定することが耶突

上不可能である場合が多い。ここでは岩石名を付けず、岩石片を櫛成する鉱物や榊造的な特徴に』,§づいて分類する

(菱田ほか、１９９３)．なお、胎tの特徴を抽出するために、鉱物や岩石ﾊﾞ以外の生物起源の粒子〈微化石類）もllil

時に計数した。ここで採用した各分顛群の記戦とその特徴などは以下の辿りである。なお、各鉱物の科学的性質に

ついてはその記述を行略する。

[放散虫化石］

放散虫は、放射仮足顛に属する海生浮遊性原生動物で、その什格は硫酸ストロンチウムまたは雌触からなる。放

散虫化石は海生浮遊生珪藻化石とともに外洋性堆俄物中に良く見られる。

[骨針化石］

海綿動物の骨格を形成する小さな雌質、石灰蘭の廿片で、細い待状や針状などを呈する。海綿動物は、多くは海

産であるが、淡水産としても日本において23棚ほどが知られ、湖や池あるいは川の水底に横たわる水や貝殻などに

付着して生育する．

[珪藻化石］

珪酸質の殻をもつ微少な藻類で、その大きさは１０～数百似、傑度である。雌藻は海水域から淡水域に広く分布し、

個々の棚類によって特定の生息環境をもつ。ここでは、小杉（1988）や安藤（1990）によって環境指標種群が投

定され、典体的な環境復原が行われている。ここでは、櫛あるいは属がlljl定できるものについては珪藻化石（海水

祖）・球藻化石（汽水抑）・珪藻化fｒ（淡水１m）と分類し、lIiI定できないものは珪藻化石（？）とした。なお、行

胎土中の珪藻化石の灘細については、‘;|･数外の特徴とともに妃'1mした。

[植物珪酸体化石］

植物の細胞組織を充蝋する非Ｍ蘭含水珪酸体であり、大きさは秘類によっても異なり、主に約１０～50脚、前後で

ある。一般的にプラント・オパールとも呼ばれ、イネ科草本、スゲ、シダ、トクサ、コケ類などに〃ｲEすることが

知られている。ファン型や亜鈴型あるいは棒状などがあるが、ここでは大皿のファン型と棒状を対象とした。

[胞子化石］

胞子状粒子は珪酸蘭と思われる11‘〔従１０～30〃ｍ腿度の小馴の無職透明の球状粒子である。これらは、水成堆欄１１１

で多く見られるが、土壊中にも含まれる。

[石英・長石；罰

石英あるいは長石瀬は、いずれも雌色透明の鉱物である。此石類のうち、後述する双/,Aなどのように光学的に特

徴を持たないものは石英と区別するのが困難である場合が多く一括して扱う。なお、荷英・長石熱（雲母）は、蛍
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色などの細粒雲母凱が包含される石英または災石類である。

[長石類］

長石は大きく伽災石とカリ艮石に分顛される。傾長荷は、双晶（主として平行な紬）を示すものと異帯榔造（同

心円状の縞）を示すものに細分される（これらの縞は組成の違いを反映している)。カリ農澗は、細かい蕊片状の

結晶を含むもの（パーサイト柵造）と格子状柵造（微斜腿石栂造）を示すものに分類される。又、ミルメカイトは

斜長石と虫食い状石英の連品（微文象櫛造という）である。累帯櫛造を示す斜災祈派、火111粁中の結晶（班晶）の

斜長石に見られることが多い。パーサイト柵造を示すカリ艮石はカコウ岩などのSio2％の多い深成岩屋低温ででき

た泥質・砂質の変成料などに脈する。

ミルメカイトあるいは文象器は火成岩が間結する過程の晩期に生じると考えられている。これら以外の斜長石は、

火成岩、堆積岩、変成岩に普通に産する。

[雲母類］

一般的に黒雲母が多く、蝋色から暗褐色で風化すると金色から白色になる。形は板状で、へき側（規則正しい割れ

目）にそって板状に剥がれ易い。薄片上では腿柱状やlW状に見える賜合が多い。カコウ岩などのSiO2％の多い火成

岩に普週的に産し、泥質、砂質の変成岩および堆積岩にも含まれる。なお、雲母顛のみが複合した粒子を複合雲母

類とした。

[輝石類］

主として斜方卸石と単斜卸石とがある。斜方抑石（主に紫蘇抑石）は、肉眼的にビールビンのような淡褐色およ

び淡緑色などの色を呈し、形は災柱状である。SiO2％が少ない深成聯、Sio2％が中間あるいは少ない火111岩、ホ

ルンフェルスなどのような高温で生じた変成岩に産する。単斜輝石（主に普通抑御は、肉眼的に緑色から淡緑色

を呈し、柱状である．主としてSiO2％の股も少ない火成務や変成料111にも含まれる。

[角閃石］

主として普通角閃石であり、色は黒色から照緑色で、薄片上では此色から緑褐色などである。形は細艮く平たい

長柱状である。閃緑器のようなSiO2％が中ＩＨＩ的な深成淵をはじめ火成岩や変成器などに産する。

[かんらん石］

形は短柱状からI【I形に近いころころとしたもので不規則な割れ目が見られる。薄片上では無色透明および淡黄色。

主にSiO2％が少ない火山岩によく見られる。

[ザクロ石］

満バンザクロ石、灰バンザクロ石、苦パンザクロ石、灰鉄ザクロ行などがある。薄片上では川色透明である。形

は、六角形に近いものから丸いものまである。屈折率はジルコンに似て商いがｉｆ〔交ポーラーでは不透明である。

[ガラス・軽石質ガラス］

透11lな非結晶の物質で、割れたガラスの地球のように沖くて湾llIlしたガラス（バブル・ウォール型)、小さな泡

をたくさんもつガラス（軽石賀ガラス）などがある．主に火山の噛火により噴出された噸出物と考えがる。なお、

濁ガラスは非晶質でやや濁りのあるガラスで、火山岩矧などにも見られる。

[発泡斑晶質］

発泡斑晶質は、下肥の様な斑州質ではあるが石器状のガラス質の部分が上記のＩ陥石質ガラスのように発泡してい

るものをいう。

圃樋晶質.完晶質］

斑晶閲は斑晶（鉱物の結晶）状の部分と石坐状のガラス質の部分が明瞭に確泌できるもの、完品質派、ほとんど

が結晶からなり石韮の部分が見られないか、ごくわずかのものをいう。これらの斑品質、完Ｍ髄の粒子は主として

玄武岩、安山岩、デイサイト、流紋岩などの火山岩額を起源とする可能性が高い．

[凝灰岩質］

凝灰岩質は、ガラスや鉱物、火山岩片などの火山砕刑物が固化したもので、非AII質でモザイックな文槻柵造を示

す。起源となる火山により鉱物紐成は変わる。溶結凝灰器とは、高温で固結した凝灰岩で流馴!柵造上の組織が見ら

れる。

[複合石英類］

復号石英類は石英の集合している粒子で、JIL質（マトリックス）の部分を持たないものである。個々の石英粒子

の粒径は粗粒なものから細粒なものまで梯々である。ここでは、便通的に個々の石英粒子の粒径が約０．０１ｍｍ未満

のものを微細、０．０１～0.05ｍｍのものを小型、０．０５～0.1ｍｍのものを中型0.1ｍｍ以上のものを大型と分類した。
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また、郡粒で小型の長石あるいは石英が復号した粒子は、複合石英噸（等粒）として分顛した。この複合石英類

(等粒）は、ホルンフェルスなどで見られる粒子と考える。

[片理複合鉱物類］

複合石英類で個々 の石英あるいは長石瀬が一定方向に伸びたように並行に配列しているものをいう。なお、これ

ら石英などの粒子のすきⅢIに質色などの二次的な鉱物（主に雲母類）が見られるものを片珊複合鉱物類（含婆母鋤

とする。

[砂岩質・泥岩質］

石英、艮禰類、岩片矧などの粒子が集合し、それらの間に基質の部分を持つもので、含まれる粒子の大きさが約

0.06ｍｍ以上のものを砂岩間とし、約0.06ｍｍ未満のものを泥岩質とする。

[リング・ガラス］

全体的にはガラス質であるが、高温焼成された際に抑発成分が発泡した穴を伴うものであるムライトという二次

鉱物が見られる。無発泡斑品貿とはムライトは見られるが発泡した穴を伴わないものをいう。

[不透明・不明］

下方ポーラーのみ、直交ポーラーのいずれにおいても不透明なものや、変質して鉱物あるいは岩片として同定不

可能な粒子を不明とする。

4.各胎土の特徴および計数の結果

胎土''1の粒子組成は、征意の位置での粒子を分顛群別に計数した（第５表)。また、計数されない微化石類や鉱

物・岩石片を記載するためにプレパラート全面を輔査・観察した。以下では、粒度分術や0.1ｍｍ前後以上の鉱

物・岩祈片の砂粒組成あるいは計数も含めた微化石観などの記赦を示す。なお、不等号は、概略の冠比を示し、二

亜不等略は極端に多い場合を示す。

No.l:50～200ｕｍが多い（蛾大粒径1.3ｍｍ)。斜災石（双品）＞iIi斜脚石＞石英・長石顛＞斜方輝石＞斜艮石＞

(累帯）＞ガラス＞複合石英顛、珪藻化石（不lﾘIMI)、胞子化石、柚物珪酸体化石

No.２：３０～200似ｍが多い（蛾大粒1.8ｍｍ)。泥埼質＞砂岩質＞石英・災石類＞ガラス＞角閃石類、骨針化石、胞

子化石、仙物珪酸体化石

No.3:50～15011ｍが多い（雌大粒2.7ｍｍ)。斜腿石（双晶）＞斜腿石（累帯）＞石英・災石類＞斜方輝石＞複合石

英類＞mi斜輝石＞ガラス＞角閃石類＞発泡斑品質、珪藻化石（淡水棚：Melosila属、Diploneis属、Eunotia属、不

明組)、胞子化石、植物珪酸体化石

No.4:50～400脚ｍが多い（蛾大粒径3.1ｍｍ)。砂腸蘭＞複合石英麺＞泥岩質＞複合石英顛＞泥岩質＞石英・艮石類

＞角閃石瀬＞斜方輝石＞ジルコン、（骨針化石)、柚物珪酸体化行

No.5:30～500ｕｍが多い（雌大粒径1ｍｍ)。斜災石（双晶）＞斜災ｲガ（累帯）＞石英・災石類＞斜方輝石＞単斜卸

石＞ガラス＞完晶質、珪藻化石（淡水秘Pinnularia鵬、不明種)、胞子化石、植物珪酸体化石

No.6:50～250ｊＩｍが多い雌大粒径2.2ｍｍ)。石英・長石類＞砂岩間＞泥岩質＞斜長石（双晶）＞ガラス＞複合石

英類＞斜方抑石＞石英・長石頬（含雲母類)、恥藻化石（不明穂)、什針化ｲi、胞子化石、柚物珪肢体化石

5．微化石による材料粘土の分類

検討した胎土中には、その紳片全面の観察から、雄藻化石や骨釧化ｲiなどが検出された。これらの微化石類の大

きさは、珪藻化石が１０～数lＯＯｌＪｍ（実際観察される珪藻化石は大きいものでｌ５０似、秘度)、放散虫化石が数百

ｕｍ、１”|･化石が１０～数lOO似、前後である（柚物珪酸体化石が１０～50似、前後)。一方、砕屑性堆積物の粒度は、

粘土が約3.9ｕｍ以下、シルトが約3.9～62.5J１ｍ、砂が62.5似、～2ｍｍである（地学団体研究会・地学辞典細巣

委員会網、1981)。このことから、植物珪酸体化石を除いた微化石噸は胎土の材料となる粘土中に含まれるものと

考えられ、その粘土の起源を知るのに有効な指標になると考える。なお、植物珪酸体化石は、堆積物中にも含まれ

ていること、製作場では灰闘が多く混入すること可能性が高いなど、他の微化石類のように粘土の起源を指標する

可能性は低いと思われる。

検討した胎土は、微化石航により、ａ)淡水成粘土を用いた胎土、ｂ)水成粘土を用いた胎土に分類される。以下で

は、分顛される胎土についてその特徴を述べる
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a)淡水成粘土を用いた胎土（No.3,No.5）

これらの胎上は、水成環境に見られる淡水棚珪藻化石が含まれる胎土である。

b)水成粘土を用いた胎土（No.1,No2.No.4,No.6）

これらの胎土中には、水成堆槻物''１で見られる珪藻化石および骨針化石が含まれる事から判断される。ただし、

含まれる珪藻化石が少なかったり、数は多くても破片ばかりであったりしてその堆積環境は明かでない。

6.砂粒組成による分離

佃々 で記赦された大剛の鉱物および滑石片について起源滑石の推定を行った。岩石の推定は、泥岩質や砂岩蘭あ

るいは複合石英類（微細）が堆穣岩類、襖合石英類（含測石凱・含雲母類）が深成岩類、凝灰岩質が凝灰岩類、斑

晶蘭がテフラ、ガラスがテフラ（火11i噸出物）である。さらに、推定した起源岩石類の組合せにより胎土中の砂粒

を分餓した。その組合せによる分顛は第６炎の通りである。Ｃｂ群は堆積岩を主体として深成岩航を伴う組成である。

(l胎土)。Ｃｆ群は堆械場類を主体としてテフラを伴う組成である（2胎土)。Ｆｃ群はテフラと堆横岩類を主体として

凝灰岩を伴う組成である（2胎土)。Ｆｄ群はテフラを主体として火山岩類を伴う組成である（l胎土)。

全体的に堆積岩類とテフラを主体とした組成が特徴的である。

７．まとめ

ここで検討した土器は桐製土器と訓製土器である。

丹壌土器では、砂粒細成が全ての胎土で堆枇岩類とテフラが抜体の組成であり、凝灰岩類を含むという特徴が見ら

れる（第４表)。また、微化石類の多く見られる胎土では微粒組成においてテフラが特徴的に多いといったことが闘
える。

籾製土器では堆偵埼顛を含む組成ではあるが、深成器剛を多く含んだり、テフラおよび火11幡顛が主体であった

りして、まとまりがなかった。

これら丹塗土器の胎土は微化石類や砂粒組成が顛似していることから、剛似した地域において製作された可能性
が術摘できる。
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第４表地蔵原週跡出土土器の詳細特徴（No.は土器番号）

粘土の特 強 砂粒１ D特徹

分析No. 個考
分類 種類

淡水梱
珪廼化石

不悶種
珪蕊化石

骨針化石 粒度(似、） 園大粒径 分類 頻度1ｍ(》は極賎な瑠合､[]は鴨）

ＮＣ,１９ ベンガラ稿製 □ 水成 ○ ５０～２００ 1.3ｍｍ Fｃ テフラ>堆桐岩類>凝灰岩類

ＮＣ’３３ ベンガラ箱製 □ 水成 ○ ３０～２００ １．８ｍｍ Cｆ 堆積岩期>テフラ>凝灰岩類

No.4６ ペンガラ糟製 ● 淡水成 ○ ○ ５０～１５０ ２．７ｍｍ Ｆｃ テフラ>堆桐岩類>凝灰岩類>火山岩類

非丹塗(粗製） □ (水成） △ ５０～４００ ３．１ｍｍ Ｃｂ 堆硬岩頚》深成岩類>火山岩類

Ｎ◎､５５ 非丹塗(絹製） ● 淡水成 △ ３０～500 1ｍｍ Fｄ テフラ>火山岩類>堆預岩類

非丹塗(粗製） □ 水成 ○ ５０～２５０ ２．２ｍｍ Cｆ 堆積岩畑>テフラ>火山岩類
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図版１‘

１．

４．

胎土の顕微鏡による状況写真

Ｎｏ．１９２．Ｎｏ．３３

非丹塗(粗製)土器４．Ｎｏ．５５

－７１－

3．Ｎｏ．４６

６．非丹塗(粗製)土器



第Ⅶ章総括

本報告書は一部に策Ⅱ胴出土の過物を含んでいるが主に韮本土刷第Ⅲ層出土の遺柵・遺物を中心とした報告
である。以下、遺栂・遺物から述べていきたい。

１遺構

本遺跡の遺柳として住居・土坑・不明遺櫛があり、その出土屑と過物から弥生期中期後半から後期前半に比
定される。

(1)住居

住居は本遺跡から４基確遡されたが、何れも炉が検出できなかった。また柱穴についてもその存在が不明瞭で、
ＳＨ－０１出土の底部に穿孔を持つ小型丹塗磨研壷１（第６図）の出土から、本来の生活を主体とする空間とは異
なる性格を持つものであろうか。

(２）土坑

土坑は６基であるが、何れも小規模な遺柳でまたその性格が明瞭である確証は得られなかった。しかしＳ
Ｔ－０６は本遺跡検出の土坑とは異なり、潤状を呈しているため周囲に洲の存在を示唆するものか。

（３）不明遺柵

本遺跡で検出された遺柳で、その目的が不IﾘI瞭な遺柵を不明遺柵とし「ＳＸ」と表示した。大半は廃棄に伴
うものであろうが、遺柵から出土した遺物を接合すると、完形資料ではなく欠仙部が確認されることから、本
来、他の場所で破壊され、その後、廃棄されたことを示唆する。またこのSX-05は単独の掘り込みではなく周
囲に巡らす澗の一部ではないかとのご教示を受けた（平川定幸氏柵岡県春日市教育委員会）。この遺柵の出土

遺物を祭犯場と想定したならば、彩色土器以外の土器22111土はやはり異質で、以外は全て肥事を執り行うと云
われる彩色土器である。このことも遺跡の性格を考慮する上で今後の砿要な課題である。

またＳＸ－０１及びＳＸ－０３出土の転倒した翌は、本来の目的を持った容器としての形態ではなく、この使用

された土器が二次的なものか意図的に一次的な要素かの判断に苦しむ。また到杭墓の可能性も考えられたので、

土塊分析を行った（第Ⅵ章科学分析)。ＳＨ－Ｏｌの小型斑１も含めリン・カルシウム含戯分析を行ったが生物
遺体の存在がⅢi確でなかったためこれらの可能性は少ない。

またＳＸ－０６．０７は形状から中世地下式土脳か。

２週物

（１）土器

本遺跡からは細文期から近世までの遺物が出土したが、弥生土器の丹塗は科学分析の結果ベンガラ（酸化

鉄：FeO3など）であった。またFeO3の数値は対象地として、最も近い日田市とあまり差異がない。丹塗-k器

に関しては筒形器台・喪・壷・高坪・小型壷・蓋・注口脚付小型壷など祭祁としての対象器種が把握できる。

また胴部下位の一部分が欠佃した土器（１１．１４．４８）があり、欠拙部分を観察すると外からの強い敵打痕に

よるものである。破壊の際の規則性が見られるものか。また（１．２７）は底部に穿孔が存在し、この蝋合は錐

状の工具で穿っている。これは本来の器種の目的を放棄することで、儀礼の範醗として考えるべきものであろ
う。

本遺跡出土の土器は接合による完形資料を除いてその点数は丹塗土器1,343点・非丹竣土器が823点総計

２，１６６点であった。丹溌土器と非丹塗土器のその割合は６：４である。また同じく科学分析で胎土分析を行い、

その結果、粗製土器にはまとまりがなく、丹溌｣畠器には胎l:類似の倣向がみられ顛似した地域での製作可能性

という結果を御ている。土器様式は以西（７．１９．３０．５３)、以来（１３．１８．５１．５５）等が挙げられ、本

－７２－



遺跡は立地・出土１２器から東西のほぼ中Ⅲlに位ii'Ｉするものである。

出十遺物の艶については形式を作成し時lllI的な軸を設定した。ほぼＭ,-.1Ｗでの出土であることから、劃に関

しては口縁部が上Ii1jきから垂れ下がるというlMiIiIIと突帯の断面形態から１０の分顛を行った（第５１艇i)。（）は

土器番号である。

①「く」の字口緑・△状突帯（43）

②「く」の字．やや鋤先状口縁・△状突帯〈68）

③鋤先口縁が水平・△状突帯（47）

④鋤先口縁がやや上向く．２条のＭ字突僻（１４）

⑤鋤先口緑が水平・２条のＭ字突帯（78)．(8)

⑥鋤先口緑がやや上向く．３条のＭ字突僻（80）

⑦鋤先口緑がやや上向き口唇部にむけてやや砿れドがる・２条のＭ字突描（20）

⑧鋤先口緑がやや眠れる．３条のＭ､溌突粥が眠れる（11）

⑨鋤先口緑が韮れる・２条のＭ字突帯が砿れる（45）

⑩鋤先口緑がかなり正れる・２条のＭ字突粥もかなり垂れる・簡略化する（１５)。（70）

ここでは縦の時川軸を仮定したが、枇軸及び斜行軸も想定されるが提起としてfWめたい。

（２）７－i器

流れ込みであるが、三陵尖頭器の出土は本辿跡近ｲEに|叩j器時代の辿跡が存在する可能性を示唆する。本遺

跡出土遺物に特出なものとして石器の購製ｲi雌の出土が顕脊である。jjM納された状態ではなくそれぞれiii体で

の出土であるが、大半が土器集中区（第52ｌｘI）であり、狭小な面枇にはやや出止が目立つ。粘板肝２点１．４、

輝緑凝灰岩２点６．７、凝灰岩１点８，頁岩１点３，緑色片岩１点１３、納仙片岩１点と材質は異なる。また磨製

石斧１７は本道跡近ｲＩﾖから水川耕作中、発兇されたもので本遺跡からI『〔線距離にして約500ｍである。１は本来

の使用は石包丁であり、これにより同時期での柵作の可能性を想定させる。

３関連事項

（１）石像物

本遺跡に近接地に六地蔵がある。小間郷1:史（禿迷臓）には「地蔵脈の六地蔵は屋根形の傘の四角で前後二

体宛横各一体刻む、下に法名が多く刻んである。よほど占いもの異胤である。地名もここから出て地蔵原とい

う｡」とある。総i1.51.2ｍで、在住の郷北史家のご教示から室町期のものであるという。銘文零などが刻銘され

ていたが、現在ではi塊みとれない。また辿跡11‘〔ドの|Ⅱ道には道標（031）があり、ここは良髄な111水を産出し

ており古来から交皿の嬰所であったのだろう。

（２）赤という色・サイクル

熊本県牛深市'1:深町のqlI例として、戦IiiIの船１１は少年・尚年・壮年・と年と年齢の異なる災側が船上で生業

営む場合は、少年と琶年は赤い禅をしていたという（牛深市川1世川Ii;治氏・'11上勝一氏教示)。これは少年と

老年は体力的に他行と劣るため、赤い色が外敵から身を守るという思想がｲf在していた。また川地では女性の

赤い腰巻きを干していたために、観音菩隣が牛深に上陸できなかったという仏ノパもある。「赤ｊとZjtう色は日常

生活の111で特殊な位iii(付けができる色で、魚の鯛が祝い班に好まれるのはその色彩によるものであろう。また

｢古代の「赤」はl‘１分の安全を願う、身体を‘,fj:るための祈念であり、生命の災'庇｡」とも云われる。

同じく熊本！『L天峨のDII例として日常は「ケ→ハレ→イミ→（ミソギ）→ハレ→ケ」のサイクルであり、「ケ」

は日常生活の状態で「ハレ」は祝瓢のことである。現准でも「ハレ筋」「ハレのＨ」などとして存ｲI;し、「イミ」

は忌みの意で押送のことである。この後、１１術'k活の「ケ」に戻るのであるが、『イミ」から「ハレ」には血接

移行は出来ず「ミソギ」の儀礼を通過しないと「ハレ」に行けないという（熊本県本渡巾平川正範氏教示)。

また牛深町のﾘ『例では「イミ」は出廉の際、乳児の雁荊は出産直後から数'''111は橋継着を使川することから、

これも「ケ」とは出なる時期である。従ってＩ|州生沼にサイクルがあるように人の一生'1Mにもサイクルが生じ
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る。以下、葬送についての事例を述べる。

（３）葬送儀礼
その こつＯｏう

『鏡志倭人伝』（こ『はじめて死すれば災を停めるには十余日、当時に肉を食せず、喪主は典泣し、他の入は
ないたあああら

歌舞、飲酒を就す。すでに葬むれば家を挙げて水中に詣り深い浴う」とある。近親者力$鼓舞する耶例は熊本県
催しや６１しあ

天草郡栖本町に於いて、「カンカン踊り」として報告がある。そのIAl容は『慕堀りの際、若者頭が寺から鉦を借

りて来て「カンカン」と鉦をたたかせて踊る」とあることから、この弗送はマツリの要素を示唆するものであ

る。また葬送侭礼での服装では、「大正期、近親者の女性は白無垢（シロギモン）に白の綿帆子（ワタンボウシ）

を被る」事例からも、弗送儀礼には色が付随していることを現代の災服でも通わせるものである。

（４）銅製品の出土

本遺跡周辺からの鋼製品は小国郷に限定すると南小国町市原天満寓に銅父１点・小国町両神社所蔵に銅矛１

点（中広形）・小lliI町若宮神社に銅父４点、など多くの銅製品の存在がある。この中で南小剛町市原天満宮に

銅父の実測の機会を禅たのでそれを提示する（第50図)。市原天満宮は当遺跡から直線諏離にして約2kｍであ

る。遺物は何れも伝製品であるためその群細は不Iﾘlであるが、在地での出土であるのならば湖銅器を産出した

重要な基点である。背銅器の道として「筑後川→杖立川→小国町→久{1i町→大野川」と測定される。（局津義昭

氏教示）

４本週跡の持つ意味

本遺跡は狭小であるが丹塗土器大賦出土から、生活・生業を''1心とした遺跡ではなく祭犯賜と想定し、その

祭祁は葬送儀礼を提示したが、生業であろう稲作関連の「マツリ」も行われたか。何れにしても「マツリ」を

執り行う「場」に側辿し、その周囲に生活空|Ⅲ．及び墓域の存ｲEの可能性を示唆する住居h上付腕地である。ま

たこの住居地（ＳＨ）等の遺構が本来の生活空Ⅲlとしてではなく、これも祭肥に関与するものであろう。また

土器集中区（第Ⅳ衆第1項）をふまえ、新たに染中区を作成した（第52図)。この遺物の出土状況から、本来

は滴状を呈し遺跡を東西に横断する可能性を示唆する。またＳＴ－０６も本来は溝の一部と想定すると環状の可

能性も考えられる。

本遺跡は水川を見渡す舌状台地の先端に位慨し、基本土屑の第Ⅱ刑は細文～中世までの資料が混在している

ことは、遺跡東側からの山崩れ層が想定され、追跡は周囲に幅広く迎統している可能性が商い。遺跡の立地は

杖立川支流の中ﾙi(川に接し、杖立川は筑後川の支流になることや、現場作業員の会話は大分方簡であり、小国

地域で大分の地浦の販売があることから、熊本県という中部九州ではなく北部九州の文化圏内の範瑞であろう。

この遺跡は南小lIil町大字中腺地区の弥生期の伽かな事象の提示である。本遺跡を契機として周辺の関辿調査が

強く望まれる。

－７４－
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丹溌'二器の出ｋが蝦しいため、これは特災な辿跡であるとili初に感じた。洲在終盤になり人１，(出'二で雌後は

期限に追われての,洲廠であったが、その内祥は充実していた。

調査中は地Ｊも南小IIil町のみならず隣雌の火分り!L上郡江村からも兇｡､it祥は絶え間なく、柵ff時lHIは遺跡説明を

行う状態であった。これだけ関心が間く、また様々 な面に於いて御|ﾙﾉﾉをⅨいた方々 に心より感謝IlIし上げた

い。現場作業Liの方々 は地元にお願いし、苑ﾙI|作業は初めての体験であり、ご蒋労も多かったと思う。現場１１

務所と洲制えに距離があり休息時は焚き火にて眼をとり、厳寒の11刷りIでの１１M1代であったが、様々 なご配腫をし

て下さり、柵かみのある‘洲:ifi§でもあった。岬仙式はヤテドをlh1かれた。脈ｲ'４，年fM状をⅨく。
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